
ぽ回 姜跡

飯田市立緑ヶ丘中学校プール建設に先立つ

埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 発 掘 調 査 報 告 書

1993年 3月

長野県飯田市教育委員会



ぽ回 姜跡

飯田市立緑ヶ丘中学校プール建設に先立つ

埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 発 掘 調 査 報 告 書

1993年 3月

長野県飯田市教育委員会



序

飯田市松尾地区は天竜り|1右岸に位置し、飯田市街地に近接する住宅地域として開発の進行が著

しい地区です。地区内において先人達がとどめた足跡は旧石器時代以来各所に刻まれており、弥

生時代中期以降大規模な集落が多数営まれています。また、古墳時代においては、伊那谷で最古

と考えられる代田山の狐塚古墳をはじめ、竜丘・座光寺とともに、たくさんの古墳が築造されて

います。中世以降にあっては、地区内に小笠原氏の居城松尾城が築かれ、また、鳩ケ嶺八幡宮が

鎮座する等、重要な役割を果たした地域のひとつといえます。

一方、近年飯田市街地における開発は飽和状態に達しており、周辺地区の道路環境の整備が進

みつつある状況と相いまって、市街地周辺へ企業や住宅が拡散しつつあります。この松尾地区に

おいても、一般国道 153号飯田バイパスの路線が通過し、飯田市立病院の移転新築・終末処理施

設の建設等、急速に住環境が整備されつつあります。この度の開発は、飯田市立緑ケ丘中学校の

プールを建設するもので、生徒数の増加と現施設の老朽化を考えますと、是認すべきものといえ

ます。こうした場合、事前に発掘調査を実施して記録保存を図ることも、次善の策ではあります

がやむを得ないものといえます。調査の結果、古代の農耕社会の実相が把握されたわけであり、

これまで積み重ねられてきた成果にさらに重要な知見を加えたわけであります。すなわち、地域

の歴史解明が進むとともに、ひいては古代日本史の復元の一助となるものと確信いたします。

最後になりましたが、文化財保護の本旨に厚いご理解を賜った地元の皆様、現地作業 。整理作

業に従事された作業員の方々に深甚なる謝意を申し述べる次第であります。

平成 5年 3月

飯田市教育委員会

教育長 小林恭之助



例

1. 本書は飯田市立緑ケ丘中学校プール建設に伴う飯田市松尾 500番地ほかの埋蔵文化財包蔵
地田圃遺跡の発掘調査報告書である。

2.調 査は、平成 3年 6月 26日 に試掘調査を実施し、本調査を翌 6月 27日～ 8月 21日 に行なっ
た。続いて平成 4年度中に整理作業及び報告書作成作業を行った。

3. 発掘調査および整理作業においては一貫して遺跡略号TNBに地番の 500を付して使用し
た。

4。  遺構の測量調査および航空写真撮影は株式会社ジャステックに、また、遺跡および遺構に

関連する自然科学分析調査はパリノ0サーヴェイ株式会社にそれぞれ委託実施した。

5。  本報告書の記載については、記載順は住居址を優先した。遺構図は本文と併せ挿図とし、
遺物及び写真図版は本文末に一括した。

6. 本書は、吉川 豊・馬場保之が執筆し、本文の一部について小林正春が加筆・訂正を行っ
た。

7. 本書に掲載された図面類の整理・遺物実測は馬場が、写真撮影は福澤好晃があたった。な
お同作業実施にあたり佐々木嘉和 。佐合英治 0吉川・渋谷恵美子が補佐した。

8. 本書の編集は馬場が行い、小林が総括した。
9。  本書に掲載した遺構図の中に記した数字はそれぞれの穴の深さ (単位cm)を表している。
10。  本書に掲載した石器実測図の表現として、使用痕及び擦痕は図内に実線で、刃つぶし及び
敲打痕は図外に破線で、節理面を斜線でそれぞれ示した。

n。  本書に関連する出土品及び諸記録は飯田市教育委員会が管理し、飯田市考古資料館に保管
している。
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過経

1.調査に至るまでの経過

平成 3年 5月 1日付で飯田市長 田中秀典より、飯田市毛賀地籍での市立緑ケ丘中学校のプー

ル建設について、埋蔵文化財発掘調査に関する協議依頼書が提出された。当該地は埋蔵文化財包

蔵地田圃遺跡の一画に位置し、弥生時代～中世の集落とその生産基盤となる低湿地の一部に相当

する。そこで、協議依頼書に基づいて、長野県教育委員会文化課担当職員を交え現地協議を実施

した結果、保護措置を講ずる必要があるとの県教委の回答がなされた (3教文第 5-139号 )。

2.調査の経過

関係者による諸協議を受け、平成 3年 6月 26日、試掘調査に着手した。重機によりA～ Cト レ

ンチを設定し、遺構分布状態の確認を行なった。その結果、Bト レンチで方形周溝墓および土坑、

Aト レンチで杭列が検出され、本調査の実施が必要であると判断された。

引き続き、 6月 28日 、発掘調査に着手した。表土を重機により剥ぎ、調査区を設定した。調査

区は松尾503-6北東の隣地境界杭を基準点、これと用地南東隅道路端の隣地境界杭を結ぶ線を

基準車由に 2m× 2mの小グリッドを設定した。基準軸は磁北に対し、42.5° 東に偏する。各Jヽグ

リッドは基準点から南に向かってAA・ ABOAC… …、また、基準点から西側に向かって 10

203……とした。

それから作業員を入れて、重機による荒れ土を除去し、遺構検出作業を行なった。そして、個々

の遺構について掘り下げ、諸施設等を精査した。さらに、写真撮影・測量調査ならびに住居址炉

址の断ち割り調査等を実施し、 8月 21日現地作業を終了した。

なお、 8月 12日 には株式会社パリノーサーヴェイの担当者が来飯し、遺跡周辺の環境の検討を

通じて、古環境復元の方法を選定し、併せて分析試料の採取方法の指導を受けた。指導に基づい

て、 8月 20日 、試料採取を行なった。

その後、飯田市考古資料館において現地で記録された図面・写真類の整理作業、出土遺物の水

洗・注記・接合・復元等整理作業および報告書作成を平成 4年度にかけて行なった。

一
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3.調査組織

1)調査団

調査担当者

調 査 員

現場作業員

整理作業員

2)事務局

飯田市教育委員会社会教育課

安野 節  (社会教育課長)

小林正春・馬場保之

佐々木嘉和・佐合英治・吉川 豊・澁谷恵美子・福澤好晃・小島孝修

市瀬長年。木下 正・木下 侍・木下当一・北村重実・小林世司

坂下やすゑ0桜井かのへ・沢柳敵介・塩沢澄子 0清水二郎・清水恒子

滝上正一・高橋収二郎・豊橋宇一・長瀬 出 0中平隆雄 0西尾茂人
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原田吉樹  (
小林正春  (

吉川 豊  (

馬場保之  (

澁谷恵美子 (
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篠田 恵  (
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文化係)
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//   )

//   )

〃 、平成 4年度)
社会教育係)

-2-

(馬場保之)



‖ 遺跡 の環 境

1。 自然環境

飯田市松尾地区は、飯田市街地から南西に約 2～ 5kmに位置し、飯田市全域から見ればほぼ中

央部にあたる。

東は天竜川を挟み下久堅地区に北は松川で下伊那郡上郷町 (平成 5年 7月 1日合併予定)と境

を接する。南は毛賀沢川を挟み竜丘地区となり、西は河岸段斤卜で鼎地区と接する。

伊那谷の基本的な地形は、天龍川の流れに沿ったほぼ南北方向への断層段丘地形を特徴として

いる。

松尾地区はこの天竜川が東端を南流し、その氾濫原を含め 5～ 6の段丘面で形成されている。

それらは、高位と低位とに大別でき、その境は鳩ケ峯八幡宮の社叢を中心とした段丘崖である。

この段丘崖も小河川によりいくつかにわかれ、それぞれに名前が付いている。北から上の城・茶

柄山、妙見山、八幡山、代田山、御射山原、松尾城跡と南へつながっている。

高位段丘の標高は 480m前後でローム層に覆われた台地である。低位の段丘は前述の段丘崖下

から天竜川までの間の松尾地区の大半である。この中に 5～ 6面の小段丘があり、それぞれ 2～

5mの比高差がある。標高は 380～ 430m程度である。それぞれの段丘面の広さは一様ではない

がいずれも南北方向の段丘崖が確認でき、段丘崖直下には湿地が確認できる場合力多 い。しかし、

大段丘崖からの小河川により小扇状地が形成されている場所があり、その部分では段丘崖の把握

は困難となっている。また、これらの河川や段丘崖の湧き水により、低位段丘は全体に水利は良

tヽ。

気候面でみれば、伊那谷は比較的温和であり、松尾地区は飯田市の中でもさらに温暖である。

平均気温は、13℃に近く、降水量も年間 1,600皿程度である。低位段丘は、後ろに段丘崖を背負っ

ているため、冬のゴヒ風から守られる格好になっていることも温暖な要因のひとつにあげられる。

田圃遺跡は低位段丘の上段に位置しており、段丘崖に平行して南北に細長く伸びている。段丘

縁から連続する微高地と、上位段丘崖下に広がる湿地からなる。

2.歴史環境 (挿図 102)

松尾地区の遺跡を概観すると、天竜川氾濫原及び段丘崖を除いてほぼ全域が包蔵地である。松

尾地区での遺跡発掘調査は近年になって増大してきた。その最初は昭和43年 1月 と昭和46年 3月

に実施された寺所遺跡の学術調査である。昭和46年度には国の補助事業として妙前大塚 (3号 )

古墳の調査が実施された。昭和49050年には天竜川護岸工事と一般国道 152号付替に伴う清水遺

跡の調査が、続いて工場建設に先立つ南ノ原遺跡 (昭和50年 )。 毛賀御射山遺跡 (昭和53年)の

調査を行っている。また、都市計画公園整備に伴う松尾城跡の調査は昭和54055年に実施、昭和
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挿図 1 調査遺跡および周辺遺跡位置図
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63年には地区の集会施設建設に先立つ八幡町古墳の調査が行なわれている。平成元年に松尾公民

館移転新築に伴う城遺跡、さらに平成 2年には雇用促進住宅の建設に伴う清水遺跡の発掘調査が

行われている。上溝公民館新築時に周溝と盛土の一部を調査した上溝天神塚古墳では、平成 3年

に石室内の清掃調査を実施している。さらに高位段丘ではあるが、一般国道 153号飯田バイパス

建設に伴い八幡原遺跡を調査したのが、平成 2年である。現在、北の原遺跡・茶柄山古墳群の調

査を実施している。

松尾地区の歴史を概観すれば、縄文時代以前の遺構は低位段丘では現在まで報告されていない。

遺物は断片的な資料のみである。しかし、高位段丘である、八幡原遺跡 0猿小場遺跡から旧石器

時代の遺物の出土が報告されている。縄文時代前期の住居址と土坑も八幡原遺跡で確認された。

縄文時代中期の遺構が猿小場遺跡にある。しかし、後期・晩期についてはいまだ報告がされてい

ない。

弥生時代の遺跡は、中期前葉の標式土器となっている寺所式土器を出土したのが、低位段丘中

でも下位に位置する寺所遺跡である。さらに後期の中島式土器が出土している遺跡として、低位

段丘では城遺跡・清水遺跡があり、高位段丘では茶柄山遺跡がある。

古墳時代前期の集落址が確認された城遺跡・清水遺跡は弥生時代後期から連続した集落である。

古墳時代後期の集落址は、久井遺跡・上溝遺跡などわずかな調査例のみであるが、現存する古

墳の数から推察すればかなりの規模の集落が複数あったと考えるのが妥当である。

松尾地区に現存する古墳の数は、座光寺地区 0竜丘地区と並んで数が多い地区である。松尾地

区にある古墳の中で最も古い古墳は、代田山に現存する前方後方墳狐塚古墳であろう。また、調

査された妙前大塚は円墳であるが、その墳頂から出土した眉庇付冑やその他鉄製品からみて、古

い時期の古墳とされている。

松尾地区の最高位段丘にあたる箇所にある八幡山の中には帆立貝式古墳と見られる八幡山古墳

が現存している。高位段丘の八幡原には、飯田市立病院建設に先立ち発掘調査した物見塚古墳

(鼎地籍)と事務所兼住宅建設に先立ち発掘調査した妙見山古墳があった。八幡原の一段下にな

る北の原には、前方後円墳である御射山獅子塚古墳とその周辺に点在する茶柄山古墳群がある。

低位段丘では、天神塚古墳・おかん塚古墳・姫塚古墳・羽場獅子塚古墳の前方後円墳を中心にし

た上溝古墳群、さらにその下位段丘面に位置するのが、妙前古墳群や水佐城・城古墳群である。

その南側には、代田・上毛賀古墳群があり、さらにその下段には下毛賀古墳群というように松尾

地区全域に古墳が見られる。

平安時代の遺構が確認できたのは猿小場遺跡である。この遺跡では25軒の住居址を調査し大規

模な集落址であることがわかっている。また、八幡原遺跡においても、住居址が確認されている。

これらはいずれも高位段丘上に位置する遺跡である。低位段丘では清水遺跡において住居址や掘

立柱建物址を確認している。掘立柱建物址は久井遺跡でも確認された。中位の段丘上に所在する、

毛賀御射山遺跡は、平安時代の布目瓦や瓦塔片が出土しており、古代寺院が存在した場所である。
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松尾城跡や南ノ原遺跡では、陶磁器や建物址が確認され、中世小笠原氏に関係するものと見ら

れている。しかし、一般庶民に関する資料はほとんど報告がなく不明な点が多い。

松尾地区の南端にある松尾城跡は、信濃守護職である小笠原氏の居城であり、毛賀沢川を挟ん

で対峙する鈴岡城跡とともに、県の史跡に指定されている。さらに松尾地区の東端に「城」とい

う地名が残っており、松尾城移動前の小笠原氏の居館跡があったと言われている。

松尾地区の中央にうっそうとした社叢に囲まれた鳩ケ嶺八幡宮がある。この神社は鎌倉時代の

文献によりすでにその存在が明らかである。本尊として奉られている誉田別尊坐像は重要文化財

に指定されている。

八幡町には旧街道が 2本通っていた。そのうち一本が秋葉街道と呼ばれるもので、現在の一般

国道 152号である。この街道は武田信玄の信州侵略により整備されたものである。もう一本は遠

州街道で、現在の一般国道 151号である。この道は中馬道として江戸時代に発達した。この 2本

の街道の分岐点は鳩ケ嶺八幡宮の前であり、現在でも飯田市指定史跡の道標が立っており、交通

の要所であることを示している。

松尾地区は歴史的にみれば、古代から近代にいたるまでの飯田下伊那地方の中心地のひとつに

上げられよう。

(吉川 豊・馬場保之)
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果結査調

1.基本層序 (挿図 3)

調査区の北東半 (以下東半と略す。)と南西半 (同 じく以下西半と略す。)で堆積層の状態は

大きく変化しており、前者が段丘縁から連続する微高地であるのに対し、後者は徐々に湿地に移

行する。調査区の東北壁 (以下北壁と略す。また調査区の北西壁は以下西壁と略す。)の中央付

近がその境に相当するが、水路の攪乱が及んでおり、土層の対比状況は明確ではない。

調査区東半は、耕土下に黄褐色土の整地層が広く認められ、遺構は整地層直下で確認された。

溝址 2北端付近では、この耕上の下半部が一段階古い水田面として分離確認されており、その下

位に北壁第le層 (西壁第 5層 )に対比される層がある。 1号住居址・溝址 2は この層の直下で確
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認されている。

調査区西半の土層の堆積状況は挿図 3の とおりである。調査は、西壁第 7層中まで面的に調査

し、以下、調査期間の制約からF・ G2本のトレンチ調査のみ行なった。Fト レンチは西壁第14

層上面、Gト レンチは西壁第 8層上面まで掘り下げを行なっている。

2.遺構と遺物

(1)竪穴住居址

1)弥生時代後期

① l号住居址 (挿図 4、 第 1図 lγ 9)

調査区北東側、溝址 102に切られて検出された。 5.4× 4.8mの不整方形を呈する竪穴住居

址で、東隅の一部は歪んでおり、掘り足りなかったものと考えられる。主軸方向はN145.7° E

を示す。輝十は黒色を呈する粘質土である。床面は南側半分が硬く締まっており、ほぼ平坦であ

1.黒褐色土
2.灰褐色砂質プロック
3.焼  土
4.焼± 0炭混黒色土

A +oo.oo

0           2m

挿図 4 1号 住 居 址
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る。溝址 1か ら西側はグライ化している。溝址 1に関連する水田の影響を受けて変質したものと

考えられる。壁の立ち上がりはやや急で、壁高は 7～20cmを測る。本址内で検出された小柱穴は

ほとんどが後世のものと考えられ、主柱穴は確認できなかった。炉址は中央より南東壁側に設置

され、該期の住居の通例からすると反対方向に炉が位置する。炉縁の中央寄り部分は特に焼けて

おり、中央底面の甕片周辺に炭 0焼土が認められた。甕は約 1/4と遺存状況は悪いが、位置等

から土器埋設炉の可能性がある。

出土遺物は壺・甕 。高不・器台および有肩扇状形石器・使用痕のある剥片等の石器がある。甕

(第 1図 1)は炉内部から出土した土器で、肩部に炭化物が付着している。 2段の斜走短線の下

位に振り幅の小さい波状文が施文される。内面の調整はやや粗く、上半横位、下半縦位のヘラミ

ガキが施される。高不 (3)は外部内面に炭化物が付着し、脚部内面には糎痕が認められる。器

台 (4)は 1/3程度遺存しており、内外面灰黄褐色を呈し、器面の荒れが著 しい。有肩扇状形

石器 (8)および使用痕のある剥片 (607)はいずれも硬砂岩製で、刃部にロー状光沢が認め

られる。

出土遺物から、本址の所属時期は弥生時代後期と考えられる。

(2)土坑

① 土坑 1(挿図 5)

調査区東隅、一部攪乱に壊されて検出された。土坑 5・ 8と近接する。75× 55cmの不整楕円形

を呈する土坑で、深さ22cmを測る。埋土は黒褐色を呈し、底面に接して径10～ 20cm程度の焼け礫

が検出されたぎ

出土遺物はない。

本址の性格・内容は攪乱に切られる等して不明であるが、焼け礫から中世の火葬墓の可能性も

ある。

② 土坑 2(挿図 5)
調査区南東側、方形周溝墓 3と重複して検出された。規模・平面形の詳細は不明である。だら

だらと掘り込まれており、確認面からの深さは10cmを測る。埋土は漆黒土である。

出土遺物は土師器甕・須恵器不のいずれも小破片 2片がある。

詳細時期は不明である。
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③ 土坑 3(挿図 5)

調査区南東側、方形周溝墓 3と重複して検出された。土坑 204と近接する。60× 60cmの不整

円形を呈する土坑で、深さ10cmを測る。埋土は暗黒褐色十である。

出土遺物はなく、時期等一切不明である。

④ 土坑 4(挿図 5)
調査区南東側、方形周溝墓 3と重複して検出された。土坑 2・ 3と近接する。65× 50cmの不整

楕円形を呈する土坑で、深さ35cmを測る。埋土は黒褐色を呈し、壁の立ち上がりの状態は急であ

る。

出土遺物は縄文時代中期と考えられる小破片 1片のみであり、時期等詳細は不明である。

⑤ 土坑 5(挿図 5)

調査区東隅、一部攪乱に壊されて検出された。土坑 8と近接する。 150× (125)cmの不整楕円

形を呈する土坑で、深さ22cmを測る。埋土は黒褐色を呈し、上部に少量の炭や10cm程度の多量の

焼け礫が含まれる。断面招鉢状を呈する。

出土遺物はない。

焼け礫の存在から、土坑 1と同様、中世の火葬墓の可能性がある。

⑥ 土坑 6(挿図 5)
調査区中央東寄り、Cト レンチにかかって検出された。 (100)× 70cm程度の不整楕円形を呈す

ると考えられる土坑で、深さ34cIIlを 測る。埋土は暗褐色土で、底面は平坦でない。

出土遺物はなく、詳細は不明である。

⑦ 土坑 7(挿図 5)

調査区中央東寄り、Cト レンチにかかって検出された。土坑 60溝址 1と近接して検出された。

145× (135)cmの不整円形を呈する土坑で、深さ86cmを測る。上部は多量の焼け礫があり、下部

は多量の炭を含む漆黒土である。壁上部はやや緩やかで、下部はほぼ直に掘り込まれる。

出土遺物はない。中世の火葬墓と考えられる。
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③ 土坑 8(挿図 5)

調査区東隅、一部攪乱に壊されて検出された。土坑 105と近接する。(90)× (60)cmの不整楕

円形を呈すると考えられる土坑で、深さ23cmを測る。埋土は黒褐色土である。だらだらと掘り凹

み、底部も平坦ではない。

出土遺物はなく、詳細は不明である。

⑨ 土坑 9(挿図 5)

調査区中央南西側で検出された。方形周溝墓 3と近接する。95× 65cmの不整楕円形を呈する土

坑で、深さ39cmを測る。埋土は暗褐色を呈し、壁は全体的にやや緩やかである。

出土遺物はない。

⑩ 土坑10(挿図 5)

調査区南西側、土坑110溝址 50溝状址 2～ 40杭列 1付近で検出された。溝址12と重複する。

175× 120cm程度の不整形を呈する土坑で、深さ18 0 33cmを 測る。内部は北側が一段低くなって

おり、複数遺構の重複とも考えられる。埋土はグライ化している。

出土遺物はなく、詳細は不明である。

⑪ 土坑11(挿図 5)
調査区南西側、溝址13に重複し、土坑100溝址 50杭列 1と近接して検出された。 (175)× 65

cmの不整長楕円形を呈する土坑で、深さ21cmを測る。埋土はややグライがかつた黒色粘質土であ

る。

出土遺物はなく、時期等詳細は不明である。

⑫ 土坑12(挿図 5)

調査区南西側、小竪穴 2と重複し、土坑 9・ 方形周溝墓 30溝址15と近接して検出された。

150× 120cmの不整形を呈する土坑で、深さ20cmを測る。埋土は暗褐伸,十で、特に北側に焼土・

炭が多量に検出された。底部はJヒ側が低く、平坦ではない。

出土遺物は器種不明の土師器小片 1片のみで、時期等詳細は不明である。
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(3)小竪穴

① 小竪穴 1(挿図 6、 第 1図 10)

調査区中央東側でCト レンチにかかって検出された。方形周溝墓 3と重複し、土坑 4・ 6、 溝

址 1・ 10の間に位置する。トレンチにかかり詳細は不明であるが、平面形はほぼ円形を呈するも

のと考えられる。埋土は黒褐色土である。壁の下部は緩やかであり、底面はやや凹凸がある。

出土遺物は須恵器外、打製石斧がある。打製石斧 (第 1図 10)は粗い剥離の分厚いもので、刃

部を欠損する。硬砂岩製である。

本址の所属時期は不明である。

② 小竪穴 2(挿図 6、 第 1図 11012)

調査区南西側で検出された。土坑12と重複し、土坑 9011、 溝址13～ 15t溝状址 5の間に位置

する。不整円形を呈しており、規模 265× 255cm、 深さ23cmを測る。埋土は暗褐色の砂質土であ

る。壁の立ち上がりの状態は緩やかであり、底面平坦で硬い部分は確認できなかった。また、焼

土等はない。

出土遺物は縄文土器深鉢小破片 4片、土師器 1片、打製石器がある。深鉢片 (第 1図 11)は隆

帯が貼付される。打製石器 (12)は硬砂岩製で、刃部が摩滅する。

本址の時期は縄文時代中期と考えられるが、詳細は不明である。

A +oo.oo

Aaoo.oo

2m

小竪穴 2

挿図 6 小 竪 穴  1・ 2
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(4)方形周溝墓

① 方形周溝墓 1(挿図 7、 第 2図 1～ 3)

調査区南側、調査区外にかかって検出された。方形周溝墓 3と重複し、溝址 20507、 石敷

遺構 1に切られる。また、溝址11015と近接する。規模は判明した北東・南西方向が16.2mを測

る。周溝内側法面に貼り石を持つ、方形の低墳丘墓である。主軸方向は不明であるが、北東・南

西方向はN46° Eを示す。確認面での周溝の幅は、北東辺で 2.4m、 底面で 1.4mを測る。南東

辺での幅は3.55mと やや広く、底面で 3.Omを測る。深さは42～72cmで、北西辺中央が深く、北

東辺はやや浅い。埋土は下層から黒色粘土、褐色砂質土、黒褐色土、暗黄褐色十で、耕土直下に

整地層と考えられる礫混じりの黄褐色土が認められることから、ある程度長期間にわたって周溝

が埋没しきっていなかった可能性が指摘できる。礫は底面ほど幅広く積まれており、貼り石表面

の傾斜は、周溝の掘り方より緩やかになっている。礫は10～ 30cm程度のやや扁平な円礫が多く、

おおむね扁平な面が水平に据えられる。周溝北西辺中央下端の礫の張り出しは、貼り石の転落と

考えられるが、他に転落したと考えられる礫はごく少ない。Jヒ東辺およびトレンチにかかる部分

も礫が積まれていたが、当初認識できず、取り外してしまった。花商岩をはじめ、多様な礫が認

められ、天竜川から運ばれたと考えられる:墳丘は貼り石の直上に整地層とした黄褐色十がほぼ

水平に堆積しており、削平を受けたと考えられる。ただし、調査区端の断面では墳丘の状態は観

察できなかった。主体部は確認できなかったが、北西辺端から調査区端まで 6.6mであることか

ら、調査区外にある可能性もある。あるいは、削平を受けたとも考えられる。

出土遺物は土師器甕・高不・鉢等があり、出土量は少ない。甕は内面に糎圧痕がある。高坪

(第 2図 1)・ 鉢 (2)は、いずれも内外面橙褐色を呈し、器面が荒れている。鉢は歪みがある。

本址の所属時期は、出土遺物等から古墳時代前期で、周溝底面の状況や遺物から、方形周溝墓

3よ り新しいと考えられる。

② 方形周溝墓 2(挿図 8、 第 2図 4)

調査区東側、調査区外にかかって検出された。溝址 8に切られる。方形よりは円形に近いが、

北東辺の両端がやや角張っており、方形周溝墓とした。約 1/2を調査した。規模は判明した北

東。南西方向が7.05mを測る。主軸方向は不明であるが、北東・南西方向はおおむねN35° Eを

示す。確認面での周溝の幅は、北東辺で1。 25m、 底面で0。 25mを測る。周溝の幅の狭い部分は確

認面が下がったためである。周溝の立ち上がりは緩やかである。深さは遺存状態の良好な北隅で

50cmである。埋十は上部に黒褐色十o暗黄褐色十・黒任′十、下部に褐色粘質土である。方形周溝

墓 1と同様、耕土直下に整地層と考えられる黄褐色土が僅かに認められ、削平を受けていると考

えられる。主体部は溝址 8と の重複もあり、確認できなかった。

出土遺物は土師器増等があり、出十量は少ない。増 (第 2図 4)は口縁部の 1/4が遺存して
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いるが、器面が荒れており、調整は不明である。

本址の所属時期は、出土遺物等から古墳時代前期と考えられる。

③ 方形周溝墓 3(挿図 9、 第 2図 5～ 7)

調査区中央南東側で検出された。土坑 2～ 4、 小竪穴 1、 方形周溝墓 1、 溝址 1・ 9と重複し、

溝址11を切り、溝址 206に切られる。Cト レンチにかかり、Jヒ東辺の周溝は確認できなかった。

周溝の南西辺が西側に膨らんでおり、平面形がやや歪んでいる。主軸方向は主体部の位置から、

N37° Wを示す。規模は主軸方向が11.2m、 北東 0南西方向が12.lmを測る。方形周溝墓 1およ

び溝址 2との重複部分については、一部周溝が把握できなかったが、方形周溝墓 1北東隅付近で

本址の周溝が立ち上がることから、南東辺中央に入り口部分を持つ周溝墓と判断した。周溝の幅

は、おおむね 1.3m前後であるが、西隅は 0.8m、 南隅は 1.8mと広い。周溝底面は北西辺が 0.8

mと広いのに対し、南東 0南西辺は 0。4mである。深さは34～63cmで西側が浅く、底部のレベル

は西隅が高い。壁の立ち上がりの状態はやや緩やかで、底面は平坦である。輝十は黒褐色粘質土、

1。 暗褐色砂質 (耕土 )

2.黄褐色+(整地層)
3.黒褐色土
4.黒 色 土
5。 暗黄褐色土

6.褐色粘質土

挿図 8 方形周溝墓 2
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南西辺では褐色砂が混じる。墳丘は主体部が比較的良好に遺存することから、削平を受けてはい

るものの、それほど大規模ではないと考えられる。

主体部は 2基がほぼ並行して周溝墓の中央に位置して確認された。南西側の主体部 1は、長方

形を呈する掘り込みで、規模 260× 145cm、 長軸方向N32° Wを測る。埋土は主に上層が黒褐色

土である。下部は65～75cm幅に中央に灰黒色粘質土が分布しており、この部分を先に掘り下げた

ところ、底面は平坦で、検出面からの深さは50cmであった。中央の灰黒色粘質土の両脇は青灰色

粘上があり、断面の状態から割竹形木棺が据えられていた可能性も考えられる。壁の立ち上がり

の状態は緩やかである。北東側の主体部 2は、やはり長方形を呈しており、規模 240× 140cm、

長軸方向N36° Wを測る。埋土は上層から黒色土、暗褐色土、黒褐任,十である。主体部 1と同様、

緩やかに掘り込まれており、底面は平坦である。深さ26～32cmを測る。平面および断面で観察す

る限りでは、木棺形態等を判断する痕跡は確認できなかった。

出土遺物は弥生時代後期甕、土師器甕等があり、出土量は少ない。弥生土器甕 (第 2図 5)は

粒径の比較的大きな石英・雲母を含む。器面が荒れており、調整ははっきりしないが、ヘラミガ

キが施されていると考えられる。 6は主体部 2か ら出土した甕片で振り幅の小さな波状文が施文

される。

本址の所属時期は、出土遺物等から弥生時代後期と考えられる。

(5)溝址

① 溝址 1(挿図10)

調査区中央東側、 1号住居址 0方形周溝墓 3を切って検出された。北東端は溝址 2と重複する

が、新旧関係にあるのか、あるいは溝址 2か ら分岐するのか把握できなかった。底面のレベルは

溝址 2よ り20cm程度高く、溝址 2と の重複部分に特に施設の痕跡が認められないことからすれば、

別の遺構かもしれない。Cト レンチで一部を破壊した。長さ18.4m、 幅50～65cmのほぼ直線状を

呈し、深さは10～ 20cmを測る。底面のレベルは北東側がやや低い。長軸方向はN40° Eを示す。

埋土は黒色粘質土である。本址から西側の 1号住居址覆土・床面はグライ化しており、弥生時代

以後の水田址の範囲を示すものといえるかもしれない。

出土遺物は土師器甕頸部小破片が 1片あるのみで、詳細時期は不明である。

② 溝址 2(挿図11、 第 2図 8～ 12)

調査区東から南側にかけて検出された。 1号住居址、方形周溝墓 103、 溝址 7を切り、溝址

5に切られる。溝址 5との新旧関係は、本址の上部溝址 5との間に黒色の砂質土が検出されたこ

とによる。Cト レンチで一部を破壊し、また、1号住居址とCト レンチの中間は攪乱より壊され
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ている。総延長43.2m、 幅 100～ 120cm程度で、深さ40～60cmを測る。断面でみると、上半が緩

やかであるのに対し、下半はほぼ直に掘り込まれる。方形周溝墓 3以北の約半分はN ll° Eで直

線状を示すのに対し、これより南側は方形周溝墓 103の周溝と重複し、蛇行する。底面のレベ

ルは南側が僅かに低い。埋土は上部に黒褐色土・褐色砂、中層に褐および黒褐色の粘質土、下部

は灰黄色 0青黒色粘土である。

出土遺物は弥生土器壺、土師器甕、須恵器甕・蓋・不、灰釉陶器碗がある。弥生土器壺 (第 2

図 8・ 9)はやや器面が荒れた土器で、肩部に波状文が施される。須恵器堺 (11)は 、高台内に

井桁状の窯印がある。弥生時代の遺物が多いが、方形周溝墓からの混入と考えられる。

本址の詳細時期は不明であるが、出土遺物 。重複関係等から、古墳時代前期以降中世までの間

と考えられ、方形周溝墓 103の周溝が埋まりきらない時期に掘り込まれた溝址で、水路として

機能したと考えられる。

③ 溝址 3(挿図12、 第 3図 1～ 10)

調査区北東から西側にかけて、西壁 7層上面で検出された。溝址 5に切られ、溝址16と重複す

る。長さ36.4m、 幅80～ 100cmで、深さ25～41cmを測る。底面のレベルはそれほど差がなく、中

央付近がやや低い。僅かに蛇行しており、中央付近で向きがN31° Eか らN67° Eに方向を変え

る。埋土暗褐色砂質土である。壁の立ち上がりはやや緩やかであり、底部も丸底状を呈する。

出土遺物は縄文土器、弥牛十器壺、土師器甕 。不、須恵器壺・甕・不、灰釉陶器碗、打製石斧・

有肩扇状形石器等がある。弥生土器壺 (第 3図 1)は振り幅の大きい波状文が施される。土師器

甕 (2)はハケメが施された底部付近の破片で、平安時代まで下る。須恵器甕 (304)はいず
れも内面叩き後ナデが施される。

詳細時期は不明である。本址が掘り込まれた位置からすれば、溝址 2よ り古い時期の遺構と考

えられる。

④ 溝址 4(挿図10、 第 3図■)
調査区北東側、 1号住居址、土坑 7、 溝址 103016の 中間で検出された青黒色粘土の部分で

ある。溝址としたが、調査時直前まで機能していた水路の下部で認められた土色と同一であり、

水路の漏水により変質した部分かもしれない。ただし、水路とは直交方向をとる。長さ 3.7m、

幅70cm、 深さ19cmを測る。

出土遺物は縄文土器深鉢片、土師器内黒不、灰釉陶器碗、中世陶器片等があり、時期の詳細は

不明である。
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⑤ 溝址 5(挿図13、 第 3図 12・ 13)

調査区南側隅から西側隅にかけて検出された。南隅の一部を掘ったのみで、完掘していない。

方形周溝墓 1、 溝址 207を切る。方形周溝墓 1と重複する部分では周溝の内側法面に貼られた

礫より大形の礫が積み方・傾斜を異にして遺存しており、また、石積み 1段目の内側には石積み

の崩落止めと考えられる檜杭が打ち込まれている。調査区南隅でもこの杭列に対応する杭が数本

確認されており、この間は暗灰褐色砂が分布することから、両側に石積みを持つ溝址と判断した。

ただし、本址の南側にはさらに灰褐色の砂層が分布しており、また、北側でも並行している杭列

1および溝址13014、 溝状址 5があることから、杭列 1までが一体の遺構である可能性も考えら

れる。埋土の上部ところどころに礫が混じる。杭間で幅約 4.5m、 深さ約30cmを測る。断面は逆

蒲鉾形を呈する。長軸方向はN52° Wを示す。

出土遺物は縄文土器小片・土師器小破片のほか、大半が陶器・磁器である。陶器碗・皿・燈明

皿 0土瓶、磁器染付皿・飯茶碗・猪口・徳久利等がある。

時期は、出土遺物から近世以降近代にかけてと考えられる。

⑥ 溝址 6(挿図 9、 第 4図 1～ 3)

調査区中央、方形周溝墓 3を切って検出された。重複およびCト レンチでの破壊のため、平面

形・規模等詳細は不明である。新旧関係は、Cト レンチで方形周溝墓 3周溝上部に本址埋土を確

認したことによる。埋十は黒色粘土である。

出土遺物は土師器甕、須恵器壷・不等がある。土師器甕は口縁部薄手の長胴形を呈すると思わ

れる土器で、ハケメ調整が施される。

出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

⑦ 溝址 7(挿図13)

調査区南側、方形周溝墓 1を切り、溝址 2・ 5に切られて検出された。北東端は方形周溝墓 1

の貼り石を壊していない。長さ 3.8m、 幅60cmのほぼ直線状を呈し、深さは23～36cmを測る。底

面のレベルは北東側が低い。長軸方向はN45° Eを示す。輝十は暗黄色粘質土である。

出土遺物は土師器小破片が 1片あるのみで、時期等詳細は不明である。

③ 溝址 8(挿図14、 第 4図 4)

調査区東側、方形周溝墓 2を切って検出された。北西側をCト レンチで破壊したが、ほぼトレ

ンチに沿っていたと考えられる。南東側は調査区外にかかる。幅 100～ 120cmの ほぼ直線状を呈

―-26-―
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し、深さは60cmを測る。底部は丸底状を呈し、壁の立ち上がりの状態はやや急である。長軸方向

はN45° Wを示す。輝十は褐色十で、一部黒色粘質上が認められた。

出土遺物は陶器招鉢、磁器茶碗がある。

時期は、遺物からすれば近世以降に位置づくが、平面では把握できなかったものの、本址から

1号住居址にかけては攪乱が多いことから、混入とも考えられる。埋土等は方形周溝墓 2や溝址

2に類似しており、これらと近接した時期の可能性もある。

⑨ 溝址 9(挿図14)

調査区中央南側、方形周溝墓 3と重複して検出された。北西側端部は確認できなかった。長さ

4.2m、 幅30～54cmのほぼ直線状を呈し、深さは 6cm程度を測る。長軸方向はN49° Wを示す。

輝十は灰褐色砂である。

出土遺物はなく、時期等詳細は不明である。

⑩ 溝址10(挿図10)

調査区中央北側、 1号住居址・土坑 60方形周溝墓 30溝址 1と近接して検出された。Cト レ

ンチで一部を破壊した。幅80cmのやや不整形の溝址で、深さは20～26cmを測る。底面は凹凸が在

り、南西側がやや低い。長軸方向はN33° Eを示す。壁の立ち上がりの状態はだらだらとしてい

る。埋土は黒褐色十である。

出土遺物はない。

⑪ 溝址11(挿図14、 第 4図 5)

調査区南側で検出された。方形周溝墓 1と の新旧関係は把握していないが、方形周溝墓 3に切

られることから、方形周溝墓 1・ 溝址 2よ り古いと考えられる。重複遺構のため、規模等詳細は

不明であるが、深さ33～39cmを測る。底面は平坦で、壁はだらだらと立ち上がる。長軸方向はN

28° Wを示す。輝十は漆黒土である。

出土遺物は弥生時代後期の甕片および打製石斧がある。打製石斧 (第 4図 5)は硬砂岩製で、

刃部が摩滅している。

本址の時期は出土遺物や重複関係から弥生時代後期と考えられる。検出位置や形態、埋土から

方形周溝墓とも考えられるが、北西辺の周溝は検出できず、溝址とした。

―…29-―



⑫ 溝址12(挿図13、 第 4図 6)

調査区南西側、土坑 10、 溝状址 304、 杭列 1と重複して検出された。長さ 7.7m、 幅70～ 1

15cmの ほぼ直線状を呈し、深さは11～ 44cmを測る。底面のレベルは北東側が25cm低い。長軸方向

はN39。 5° Eを示す。壁の立ち上がりはやや急であり、底部は平坦である。輝十は上層黒色土、

下層黄土混暗褐色粘質土である。

出土遺物は僅かにハケメが施された土師器甕、磨石がある。

形態等方形周溝墓と類似する点もあるが、溝址11と同様、組み合う周溝が検出できなかった。

時期等詳細は不明である。

⑬ 溝址13(挿図13、 第 4図 708)

調査区南西側、土坑H・ 溝址14と重複し、溝址 5・ 溝状址 50杭列 1と隣接して検出された。

溝址14と重複する部分は明確でない。長さ約 7.6m、 幅 100～ 120cmのほぼ直線状を呈し、深さ

7～20cmを測る。全体的には底部は南東側が低いが、溝址14と重複する付近は底面が一段高く上

がっており、レベル差が 7cmあ る。長軸方向はN49° Wを示す。埋土は黒褐色土で、溝址14と同

様である。

出土遺物は土師器甕頸部小破片 0高不脚等 4片のほか、横刃型石器 (第 4図 8)等がある。

輝十・方向等についてみれば、本址は溝址140溝状址 3～ 5と一体とも考えられ、とすれば、

杭列 1を含めて溝址 5に関連する遺構の可能性がある。あるいは方形周溝墓 1と の重複部分で溝

址 5の石積みが確認されていることから、その据え方に相当するかもしれない。

⑭ 溝址14(挿図13、 第 4図 9)
調査区南側、溝址130溝状址 5と重複し、

埋土が同一であり、新旧関係は不明である。

度に分かれており、全体を把握していない。

呈し、深さは44cmを測る。

出土遺物は土師器不 0須恵器不各小破片

恵器不は回転糸切りされる。

時期等詳細は不明である。

溝址 5と隣接して検出された。溝址 13・ 溝状址 5と

南東側はさらに延びているが、この部分で調査は二

幅80～ 100cm、 長軸方向N32.5° Wのほぼ直線状を

1片、緑色片岩製の打製石器 (第 4図 9)がある。須

⑮ 溝址15(挿図13)
調査区南側、土坑12、 小竪穴 2、 溝址11014の間で検出された。石敷遺構 1に切られ、方形周

―-30-―
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溝墓 10溝址 2と重複する。長軸方向はN51° Wを示す。北西半は幅が80cmと 狭いのに対し、南

東半は 160cmと ほぼ倍になり、深さもこの部分で約10cm南東側が低くなる。埋土が黒褐色土の一

層であることから、単一の遺構として調査したが、南東側はむしろ石敷遺構 1に関連した掘り込

みととらえたほうが妥当かもしれない。

出土遺物は縄文時代前期深鉢片・土師器甕・須恵器高台不等僅少であり、時期等詳細は不明で

ある。

⑩ 溝址16(挿図14)

調査区北側、溝址 3と重複して検出された。長さ 3.Om、 幅80cmのほぼ直線状を呈し、深さは

39cmを測る。長軸方向はN77° Eを示す。出土遺物はなく、時期等詳細は不明である。

(6)溝状址

① 溝状址 1(挿図13)

調査区西側,溝址 3012、 杭列 1の間で検出された。長さ 2.7m、 幅85～95cmの ほぼ直線状を

呈し、深さは20～26cmを測る。底面のレベルは北東側がやや低い。長軸方向はN46.ヂ Eを示す。

埋十は上部が黒色十、下部が黄土混暗褐色粘質土である。壁は急に立ち上がり、底部は平坦であ

る。

出土遺物は土師器甕小破片が 1片あるのみで、詳細時期は不明である。

② 溝状址 2(挿図13)

調査区西側で検出された。溝状址 30杭列 1と重複する。長さ 2.5m、 幅10～35cm程度で、深

さ 7～ 1lcmを測る。ほぼ直線状であるが、Jヒ東側は幅がまちまちである。長軸方向はN33° Eを

示す。埋土は漆黒土である。

出土遺物はなく、時期等詳細は不明である。

③ 溝状址 3(挿図13)

調査区西側、溝址12・ 溝状址 3と重複して検出された。溝址12東壁までは達しておらず、長さ

は不明であるが、幅20～30cmで、深さは 7cm程度を測る。長軸方向はN46.5° Wを示し、ほぼ直

線状を呈する。溝址 4・ 5と同様、埋土は黒褐色土である。出土遺物はない。

-33-



④ 溝状址 4(挿図13)

調査区西側で検出された。溝址120溝状址 3と重複する。長さ 2.lm、 幅40～90cm、 深さ

8cm、 長軸方向N49° Wを測る。中程が幅広である。出土遺物はない。

:方形周溝墓 2

溝址 9

未調査

A400.10

溝址 8

^ A+oo.ro B

C +oo.ro D

A400.00 B

溝址 16

挿図14 溝址 809011・ 16
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⑤ 溝状址 5(挿図13)
調査区南西側、溝址14と重複して検出された。重複のため長さは不明であるが、幅40cm程度で、

深さは23cm程度を測る。長軸方向はN49° Wを示し、ほぼ直線状を呈する。出土遺物はない。

(7)石敷遺構

① 石敷遺構 1(挿図 7)

調査区南側、方形周溝墓 1、 溝址 2015を切って検出された。礫下面と溝址15底面とは1lcmレ

ベル差があり、一応別遺構と判断し、方形周溝墓 10溝址 2と重複する部分については分布範囲

を押さえたのみで礫の取り外しを行なった。方形周溝墓 1の北西辺周溝にほぼ直交する方向に延

びており、 3.6× 1.8mの範囲に径20～30cm程度の円礫が一面的に分布する。礫上面のレベルは

標高にして399.58m、 方形周溝墓 1の周溝底面から約20cm、 また、溝址 2の底面から約40cm高い。

出土遺物はない。

本址の時期・性格等詳細は不明である。

(8)杭列

① 杭列 1(挿図13、 第16図 1～ 4)

調査区南西から西側にかけて検出された。溝址 3・ 12と重複する。どの層から打ち込まれたか

確認していない。また、用途も把握していないが、一列に並んで検出されたこと力ゝら杭列とした。

断面形からすると、三角形を呈するもの (第 16図 1)、 棒状のもの (2)、 四角形を呈するもの

(304)等ある。N55.5° W方向に延びている。位置関係から、溝址 5等との関連も考えられ
るが、時期を含めて詳細は不明である。

(9)そ の他

1)柱穴 (挿図15016)

調査区の東側、 1号住居址、方形周溝墓 203付近で検出された。径20cm程度の掘り込みで、

配置に規則性等は見出だせない。中には建物址を構成するものもあるかと考えられるが、詳細は

不明である。埋土はおおむね黒褐色土である。出土遺物はなく、時期不明であるが、形態等から

中世以降のものであろう。

―-35-―



2)樋址 (付図 1、 第17図 )

調査区北側、湿地部分 5層中で検出された。上層より掘り込まれたものであるが、どの層から

掘り込まれたものかは確認していない。樋である竹筒、竹筒と竹筒の接合部を固定する受け、お

◎B

R q4

挿図15 周辺柱穴平面図(1)

-36-

／
／

　

　

　

　

　

　

／
／

／

／

／

／

／

／
／

／

舌L

方形周溝墓 2



よび竹筒を固定する棒状の杭からなる。杭は竹筒・受け検出前に記録せず取り外しており、位置

の詳細は不明である。竹筒は土圧により潰れており、部分的に確認された長さは 2.2m、 5.3m

であるが、遺存していた受けの位置からすると、推定 2.8m、 6.Omである。おそらく 6m前後

の竹筒を使用していたと考えられる。N82.5° W方向に延びており、西側が高い。この延長の調

査区際断面からは漏水があった。受け (第17図 102)は形態を大きく異にしている。 1は長さ

27.Ocm、 幅15.8cm、 厚さ 8.5cmの直方体状の材を使用し、中心付近には、表面側で径 4.3cm、 裏

面側で径約 7cmの円形の孔が開けられている。図の表面側に竹筒の先端側、裏面側に根元側が据

えられたと考えられ、表面側が西側に向いていたことから、竹筒は樋の上流側に根元側が置かれ

ていたことになる。 2は長さ29.Ocm、 幅20.4cmで あるが、厚さは孔の周囲が厚く、 5.5cmを 測る。

o         2m

挿図16 周辺柱穴平面図(2)

Q
⑥ 9

方形周溝墓 3
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いわば四角錘状を呈する。中心付近には 3.5cm程度の方形に、しかも表面に対して斜めに孔が快

り込まれる。いずれも檜材と考えられる。

形態等から、調査区西側の段丘崖下の涌水を水源とする、上水施設と考えられる。あるいは方

向からすると溝址 5と関係があるかもしれない。詳細時期は不明であるが、近世以降の施設と考

えられる。

3)西半堆積層出土遺物

西半堆積層については、以下西壁の層名で代表して記述する。

① 西壁第14層出土遺物 (第 5図 1)

試掘Eト レンチ土層確認部分の深掘りの際、出土した。硬砂岩素材の礫石錘で、長軸両端の表

裏面に剥離が認められる。

② 西壁第 7層出土遺物 (第 5図 2～第 7図、第18図 1)

2は縄文時代中期後半と考えられる土器で、破片のためはっきりしないが、 8単位で口縁が外

に突出すると考えられる。押し引き沈線により渦巻文が施文される。 3は後期と考えられる破片

で、凸帯上にヒレ状の突起が付される。 4は弥生時代後期と考えられる甕で、外面ハケメ調整さ

れ、内面に炭化物が付着する。 506は土師器長胴甕底部および底部付近で、 5は底面放射状の
ハケメ調整、内面粗雑なハケナデが施される。土師器鉢 7は内面黒色処理・ ロクロナデされる。

第 5図 8～第 6図 7は須恵器甕を一括した。第 6図 6は外面底部付近まで自然釉がかかり、内面

底部に灰が被る。不 (8～10)は底部回転糸切りされる。灰釉陶器碗 (15)は底部高台内に墨書

される。19は内面が著しく摩滅しており、転用硯である。

第 7図 Hは緑色片岩素材の磨製石斧基部であり、擦痕が観察されないことから、研磨前の段階

で破損したものと考えられる。 4は緑色片岩、 8010は緑色岩、他は硬砂岩製である。14は表面

は部分的に淡緑色にガラス化が認められ、裏面は凸レンズ状で、焼けた砂が多量に付着している。

第 7層中より出土した木製品 (自然木・枝を含む)は総計31点で、内訳は加工された棒16点、

板 (細片を含む)4点、自然木・枝11点である。第18図 1は、図左側縁に快ったような加工痕の

認められる板切れである。

③ 西壁第 5層出土遺物 (第 8図～第11図 7、 第18図 2～第20図 4、 第21図 10506)
第 8図 102はハケメ調整される土師器甕で、 2は底部付近である。 3～ 5は底部回転糸切り
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される土師器琢で、 3は内面黒色処理される。須恵器甕 (19)は内面および外面底部付近がヘラ

ナデされる。大平鉢 (24)は 口縁部が 1/6程度遺存している。灰釉陶器碗 (26)は高台内に粘

土屑が付着する。青磁碗 (27)は釉薬が僅かに青味を帯びた灰色を呈する。28は常滑甕片である。

第 9図 102は分銅形を呈する打製石斧で、 2は刃部が節理等により折損する。 3～ 6は両側

縁の潰しが顕著で、 3～ 5は刃部が著しく摩耗する。 6は刃部を折損する。いずれも硬砂岩素材

である。第 9図 80第 10図 1～ 5は緑色岩製である。 6011012は刃部にロー状光沢が観察され

る。13は円形の硬砂岩扁平小礫の周囲に剥離が施される。14は刃部が鈍く、かつ全体的に分厚い

板状の石器で、表面はほぼ全面研磨される。緑色片岩素材と考えられる。15は緑色岩製の磨製石

斧で、刃部側を欠損する。第11図 1は有肩扇状形石器で、節理面で切損する。石鏃 (第21図 1)

は黒曜石製である。

第11図 7は土製紡錘車で、径 5mm程度の石英を多く含む。第21図 5は不明鉄製品、 6は鉄鎌

の刃先である。

第 5層中より出土した木製品等 (漆器を含む)は総計1958点で、内訳は椀 (第 18図 2)1点、

漆器椀 (3)1点、下駄 (4)1点、加工材 (5～ 13、 第19図 1020100H、 第20図 4等)15

点、加工された棒 (第 19図 14・ 15、 第20図 103等)775点、板 (第 18図 14、 第19図 3～ 9、 第

20図 2等)340点、角材端 (第19図 12013)19点、自然木・枝 784点、竹22点である。漆器椀は

黒漆地に赤漆で笹文が描かれる。下駄は擦れた痕跡からすると右足である。長さ16cm、 幅 7.9cm、

爪先から踵までの長さはおおよそ14.5cmで、子供用の下駄である。第18図 5は管状に穿孔される。

8は刷毛とも考えられる。第19図 10は縦・横断面とも蒲鉾状を呈し、背面は平坦に削られる。11

は台形状を呈し、角が面取りされる。

④ 西壁第 4層出土遺物 (第 11図 8～ 10)
出土遺物はほとんどない。土師器不、灰釉陶器碗のほか、図示した石器等がある。第11図 80

10は緑色岩、 9は緑色片岩素材である。

⑤ 西壁第 3層出土遺物 (第11図 11～ 13、 第20図 5)
出十十器は僅少で、図示できなかった。縄文時代中期の深鉢小破片、土師器甕・不、須恵器甕・

瓶・椰、灰釉陶器皿、青磁碗、土師質の皿、常滑甕等がある。土師器不は内面黒色処理、底部回

転糸切りされる。須恵器不は高台の付くもの、回転糸切りされるものがある。

第11図 11は緑色岩素材で、表面および側縁が摩滅する。12は表面が珪化しており、石材は不明

である。13は扁平な楕円形硬砂岩小礫の周縁 3ケ所に剥離が施される。

第 3層中より出土した木製品等は総計45点で、内訳は加工材 3点、加工された棒 (第20図 5)

―-39-―



点、板 9点、角材端 1点、自然木・枝15点である。

4)遺構外出土遺物 (第 11図～第15図、第16図 506、 第20図 6～ 10、 第21図 2～ 407

～12)

縄文時代から古墳時代にかけての土器類は、ごく断片的に得られているのみである。縄文時代

中期と考えられる遺物には、縄文と押圧縄文、条線文が施されるものがある。第12図 1・ 2は晩

期と考えられる粗製深鉢片で単節の斜縄文が施文される。 1は折り返し口縁で、下縁は指押えさ

れる。 3は弥生時代中期の壺肩部で、箆描連続山形文内に櫛描短線文が充填される。後期の壺

(4)は波状文が 2段施文される。土師器は甕・不・高郎があり、不には内面黒色処理されるも

のがある。須恵器には甕 (5～ 12)・ 長頸瓶 (13)・ 蓋 。不 (14・ 15)等がある。灰釉陶器には

碗・皿の他、段皿 (16)があり、内面に目あとがある。中世の遺物としては土師質の小皿、常滑

の甕 (17,18)、 青磁輪花碗、白磁玉縁碗、天目茶碗等がある。他に中・近世の陶磁器類 (19～

第13図 14)がある。第12図 19～21は内外面鉄釉がかかっており、21は「大」と思われる字等が刻

印される。第13図 11～ 13は磁器燈明皿で、内外面に重ね焼きの際の釉薬溶着痕が観察される。

石器は、詳細時期不明であるので、形態に基づいて分類し、記述する。15017お よび第14図 1

は緑色岩素材である。170第 14図 1は分厚く、磨製石斧の製作途中とも考えたが、第14図 1の刃

部に摩滅が認められたため、打製石斧とした。 2は大きく表皮を残す。 3は刃部の摩耗および破

損が著しい。 5～ 12は小型の打製石器類を一括した。 7は緑色片岩、10が緑色岩、他は硬砂岩素

材である。第15図 5は小型の礫石錘である。 607は扁平礫の 3ケ所に剥離が施される。いずれ

も硬砂岩製である。 8は緑色片岩、 9は緑色岩の磨製石斧である。第21図 2～ 4は黒曜石製で、

2はやや大型の石鏃、 3は基部を欠損した石匙、 4は拇指状の石器である。

第21図 7は石敷遺構付近で出土した。槍の姑首とも考えられるが、不明である。 9は銹着した

7枚の銭貨で、両側 2枚が銅銭、残りは鉄銭である。10は元豊通賓、11は寛永通賓、12は文久永

宝である。

第16図 506、 第20図 6～ 10は出上位置、層位不明の木製品を一括した。第20図 10は桶の底板

と考えられる。
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めとまIV

これまで松尾地区で行なわれた集落址の発掘調査は少なく、今回の調査の結果、積み上げられ

た調査事実は、地域の歴史を明らかにしていく上で欠くことのできないものといえる。また、飯

田市内においては、低湿地の調査はこれまで皆無で、水田址の確認が期待されたわけである。プ

ラント・ オパール分析等の自然科学的な分析の結果、その存在する可能性が指摘されたが、考古

学的には裏付けが不十分であった。いくつかの調査成果を上げた一方で、数々の課題が投げかけ

られたことも事実であり、それらを概括することで調査のまとめとしたい。

今次の調査で特筆されるのは、貼り石を持った方形周溝墓 1である。これまで飯田市では松尾

八幡原遺跡の方形周溝墓 7の調査例があり、同じく松尾の城遺跡でも方形周溝墓 1の周溝内に礫

が転落していたものの貼り石を持っていたと考えられている。そのほか、未報告ではあるが、竜

丘蒜田遺跡、竜丘上の坊遺跡の調査例がある。長野県史跡馬背塚古墳に近接する上の坊遺跡の調

査では、方形周溝墓群の中に他と隔絶した規模をもつ方形周溝墓があり、礫は一部元位置を保っ

たものがあるものの、大部分が周溝内に転落しているのが確認されている。これまでのところ、

こうした貼り石をもつ方形周溝墓は、長野県内では他に類例はなく、飯田市周辺に限られるよう

である。時期的にも弥生時代最終末もしくは古墳時代前期に位置づけられ、古墳出現期の墓制の

地域的な特色として注目されているところである。いずれの例も規模的には大型の部類に属し、

貼り石という特殊な築造形態を呈する一方で、方形周溝墓群の一画に位置し、なおかつ方形に周

溝をめぐらすといった伝統的な形態を固守することは、古墳受容前段における首長層の成長する

様を示唆するとの推考も可能といえる。さらに、調査例が飯田市内でも竜丘・松尾地区に限られ

ており、この松尾地区に伊那谷で最古の古墳と考えられる前方後方墳代田山狐塚古墳があること

は、この地域が古墳という特殊な葬制をいち早く受容した、先進的な地域の一つであったことを

裏付けるものといえる。

本書の内容のとおり、今次調査では、居住域・墓域のごく一部を把握したにすぎない。しかし、

本遺跡の東側 600mの最下段丘面上の清水遺跡では、古墳時代前期の集落を中心に、弥生時代以

降の集落が調査されている。また、本遺跡北東側 lhに位置し、同一の中位段丘面上にある城遺

跡でも古墳時代前期の集落の一画が調査されている。これらを総合してみると、古墳時間湖朝に、

天竜川に面した最下位から中位の段丘面上に農業生産を基に安定した集落が存在した姿がある。

こうした集落の存在は、当地域において最も早く古墳文化を受容し得た要因となっていると考え

られる。

その経済基盤を具体的に示すものとして、今次調査では低湿地部分における水田遺構の確認が

期待されたわけであるが、残念ながら、結果は前述のとおり、当該期の遺構は確認されなかった。
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遺物にしても、弥生時代最終末もしくは古墳時代前期まで遡る層は把握されなかった。しかし、

断片的であるにせよ、西壁第14層から遺物の出土をみたことから、西壁第 8層～第13層の間にそ

うした生産に関わる遺構・遺物等が把握される可能性が指摘できるだろう。

自然科学的な分析によって水田址存在の可能性が指摘された西壁第 7層上面は、出土遺物から

中世の面と考えられる。また、西壁第 5層については、多量の集積材の存在が刈敷との関連を示

すものと考えられ、近世に位置づけられよう。

上述のように、本遺跡をはじめ、天竜川右岸の中 0低位段丘上の遺跡は、飯田下伊那の古墳文

化の特質に関わる重要な遺跡が多いと考えられる。しかし、調査地点周辺には記録も残されずに

消滅した古墳が数多くあったことも事実であるし、また、現在事業所等の進出・宅地化が急速に

進行しつつあり、十分に保護策が講じられないまま、蚕食的に遺跡破壊がなされているのが現状

である。それ故、なおさら文化財保護の本旨に則ったたゆまない活動が求められているわけで、

そうした努力こそが、今次の調査成果を地域の歴史のなかに正しく位置づける方途であろう。

(馬場保之)
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図版 2
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図版 3

方形周溝墓 1
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図版 4

方形周溝墓 2断面

方形周溝墓 3
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図版 5

方形周溝墓 3 主体部 1

同主体部 2
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杭列 1

-71-



図版 7

溝址 3・ 12、 溝状址 1～ 4

遺物出土状態
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図版 8
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図版12
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図版13

遺構外出土木製品

西壁第 5層出土木製品
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図版15

重 機 作 業 風 景



図版16
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図版17

発 掘 作 業 風 景

自然科学分析試料採取風景
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はじめに

田圃遺跡 (長野県飯田市毛賀所在)は伊那谷の南端に位置し、天竜川によって形成された自然

堤防から木曽山脈東麓の扇状地扇端に形成された天竜川の河岸段丘崖に挟まれた低湿地にかけて

立地する。下伊那地方は低地が少ないために、このような低湿地が現在では水田として利用され

ている。本遺跡では、これまでの発掘調査により自然堤防斜面で古墳時代から中世にかけての方

形周溝墓や溝などの遺構が、低地部では水田址や溝が検出された。とくに、水田の形成時期は中

世とされている。

今回、飯田市教育委員会より本遺跡周辺の環境変遷および稲作の消長に関する自然科学分析調

査の実施が当社に要望された。当社では、本遺跡の現地調査および試料採取を行い、分析調査内

容を協議し、次項に示す調査課題を設定した。

各分析調査の項目および点数は、珪藻分析34点、花粉分析34点、植物珪酸体分析50点である。

1。 調査課題

今回の分析調査では、環境変遷の中でも特に稲作に関連の深い水域環境と古植生の変遷に注目

して進める。

1)水域環境および古植生の変遷

水田耕作が始められた背景を考える上で、当時の低地の水域環境は重要である。そこで、水田

耕土層を中心とした上下の堆積物を対象として、水域環境 (堆積環境)に関する情報を得る上で

有効な珪藻分析を行う。なお、水域環境の推定では花粉分析・植物珪酸体分析により得られた低

地の古植生に関する情報も参考にする。

また、現在の本遺跡周辺は平地が少なく、ほとんどが山間部である。したがって、水田が行わ

れていた当時にも遺跡周辺に森林が形成されていたと見られる。そこで、花粉分析により花粉化

石の産状を調査し、森林植生とその変遷を明らかにする。

2)稲作の消長に関する検討

本遺跡では、水田址が確認されている。そこで、水田址における稲作の様態を検討するために、

珪藻分析と同様の堆積物を対象にし、花粉分析および植物珪酸体分析を行うことにした。これら

の分析は栽培植物、特にイネ属の産状や低地の植生復元を検討するために有効である。特に水田

耕土の可能性がある7層については、微化石の産状を平面的に分析し、当時の水田稲作の様態を

密に探る。また、珪藻分析から得られた水域に関する情報も参考にする。
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2.層序および試料

今回の調査範囲での層序は、自然堤防上及び斜面さらに低地部で異なる。分析試料の採取地点

は斜面部 (北壁)と西壁 (D西壁)の 2ケ所の土層断面から採取さているが、本遺跡での標準的

な層位は、低地部のD西壁で 1～ 15層に設定されている。北壁土層断面では、 la,b,C,d,e

層～ 9層に分層されているが、D西壁と層位番号で対比はされていない。未だ両地点の層序対比

は検討する必要があるが、D西壁の 7層は西壁の 6層に対比され、中世の水田耕土として考えら

れている。他には、D西壁の 1～ 5層は北壁の la～ le層に、 6層は4層に層相より対比され

ている。北壁の8層はD西壁の 7層水田時の溝、 9層が畦畔と考えられている。さらに、これら

の状況から、本報告での層位名はD西壁を基本とするものの、北壁層位番号は今後の混乱を防ぐ

ためそのまま用いた (図 1)。

試料は、堆積物が良好に観察できた調査区内のD西壁断面と北壁断面から採取された。D西壁

では、層厚20cmの柱状プロック試料が採取された。北壁では、現地調査の際に試料採取も行い、

1層内を層厚 5 cmの層位試料、 4層以深を層厚30 0 20 0 15cmの柱状プロック試料で採取した。ま

た、 7層上面 (D西壁で設定した 7層を意味し、以下踏襲する)では平面的に試料を採取するた

めに、同一層位について南北方向と東西方向に測線を設け、その測線に沿って試料を採取した。

また、発掘調査時に同層上面より試料番号TNB500が 1点採取されているが、その採取場所は明

確にされていない。

D西壁および北壁から採取した試料は、当社にて層相の記載を行った。この試料から、各層で

の微化石の産状を調査するために、層相を考慮にいれて各層 1点前後の分析試料を選択した。各

分析では、この分析試料を等分して用いた。また、 7層上面の試料では特にイネ属の産状に注目

するために、植物珪酸体分析の実施を中心に各分析試料を選択した。

3.分析方法と結果の表示方法

1)珪藻分析

試料を湿重で約 7g粋量し、過酸化水素水 (H202)・ 塩酸 (HCl)処理での有機物・鉄分の除

去、自然沈降法での粘土分の除去、傾斜法での砂分の除去により、珪藻化石を濃集する。適当量

をカバーガラス上に滴下し、乾燥する。乾燥後、プリュウラックスで封入する。

検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージで任意の測線に

沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する (な お、珪

藻殻数の少ない試料はこの限りでない)。 この際、珪藻殻の破損のない完形殻と破損のある非完

形殻とを区別して計数し、珪藻殻の保存度 (完形殻数/総数×100)を求め考察の際に考慮した。

種の同定は、K.Krammer&Lange― Bertalot(19860198801991)な どを用いる。なお、珪藻の生

態分類の解説を表 1に示す。堆積環境の推定に当たっては、安藤 (1990)の環境指標種群を用いる。

各試料から産出した珪藻化石は、産出個体数で現し一覧表として表示する。また、産出率 3%
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以上を示す主な珪藻化石については、主要珪藻化石の層位分布図を作成する。図中で●と示した

ものは 1%未満の出現率、○と示したものは100個以下の試料における産出を示す。

2)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウム処理による試料の泥化および腐植酸の溶解、0.25mmで飾

別し砂や植物遺体の除去、重液分離 (臭化亜鉛 :上ヒ重2.2)に よる有機物の濃集、フッ化水素酸

による鉱物質め溶解、アセトリシス処理 (無水酢酸 :氷酢酸=9:1)に よるセルロースの分解

の順に行い、堆積物中から花粉化石を濃集した。処理後の残澄の一部についてグリセリンで封入

してプレパラートを作製し、その中に出現した全ての種類 (Taxa)に ついて同定・計数した。

結果を、木本花粉は木本花粉総数、草本花粉 0シ ダ類胞子は総花粉・胞子数から不明花粉数を

除いた数を基数とした百分率で出現率を算出し、花粉化石分布図を作成した。図表中で複数の種

類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なものである。なお、総数が100個体未満

のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れがあるので、出現した種類を+で表示するにとど

めた。

3)植物珪酸体分析

分析は、近藤・佐瀬 (1986)の方法を参考にした。試料約 3gについて、過酸化水素水(H202)

・塩酸(HCl)処理での有機物・鉄分の除去、超音波処理(70w,250KHz,1分 間)での分散の促進、

沈定法での粘土分の除去、重液分離法(臭化亜鉛,比重2.3)での分離・濃集の順で処理を進める。

濃集した試料を検鏡し易い濃度に希釈し、カバーガラス上に滴下・乾燥してプリュウラックスで

封入し、プレパラートを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイ

ネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)およ

び葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤・佐瀬 (1986)

の分類に基づいて同定・計数する。

結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向

から生育していたイネ科植物について検討するために、植物珪酸体組成図を作成した。各種類

(Taxa)の出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体の各珪酸体毎に、それぞれの総数を基数と

する百分率で求めた。なお、検出個数が短細胞珪酸体で200個未満、機動細胞珪酸体で100個未満

の試料は組成が歪曲する恐れがあるため、植物珪酸体組成を求めず、出現した種類を+で示すに

とどめた。

*1:近藤 0佐瀬 (1986)の方法は、植物体に形成される植物珪酸体全てを同定の対象とし、種類

毎の出現率から過去の植生や栽培植物の有無を推定するものである。特に栽培植物の有無につい

て検討する場合には、短細胞珪酸体および機動細胞珪酸体について注目する必要がある。これは、

イネ科植物の各種類における植物珪酸体の組成および生産量が異なる (近藤,1983)た めである。

例えば、イネ (イ ネ属)では短細胞珪酸体よりも機動細胞珪酸体の割合が高いが、コムギ (イ チ

ゴツナギ亜科オオムギ族)などでは機動細胞珪酸体がほとんど形成されないこと力法日られている。
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4.微化石の産状

1)珪藻化石

珪藻化石は、D西壁上部の試料番号 5(4層 )と下部の試料番号22以深 (13層～15層 )の 5試

料で極めて少ない以外は、各地点で豊富に産出する。また、産出種は全て淡水生種よりなる。以

下に、各地点の産状を述べる。

a.D西壁

分析結果を表 20図 2に示す。完形殻の出現率は、20～80%と 幅がある。産出分類群の合計は

22属 164分類群 (125種 032変種 03品種・属まで判明したもの4種類)である。生態性 (塩分・
pH・ 流水)の特徴は、次の通りである。塩分に対しては、不定性種が多産する。pHについては、

真・好アルカリ性種が全般的に多産するが、下部の試料番号16～ 20で は好酸性種の割合が高い。

流水に対しては、不定性種と真 0好止水性種によって占められるが、流水性種は全般的に少ない。

次に、産出種群の特徴を下位より述べる。

・試料番号20(12層 )

湖沼沼沢湿地指標種群 (N)の標徴種の Aulacosira ambigua、 流水不定性の Diploneis par_

ma、 耐乾性が強く乾いた環境を指標する陸生珪藻A群の Hantzschia amphioxysが 多産する。
0試料番号19～ 16(11層～ 9層 )

下位と同様にAulacosira ambiguaが 多産し、流水不定性の Gomphonema angustatum、 G.

parvulumも 多い。また、流水不定性の Cymbella amphiOxys、 Cymbella silesiaca、 Eunotia

pectinalis var.minor、 好止水性の Gomphonema ttracileを伴う。このうち最後の 2種は、

沼沢湿地付着性種群 (○ )の中の主要構成種とされる。

・試料番号14～ 6(8層～ 4層 )
流水不定性の Cymbella silesiaca、 好止水性の Fragilaria construens var.venterが 優占

し、流水不定性の Gomphonema parvulum、 G.angustatum、 好止水性の Fragilaria cOnstr

uens var.venter、 F.cOnstruensが多産する。また、下位と同様に Aulacosira ambiguaも

多い。この内、Fragilaria construens varo venterは 好汚濁性種ともされている (渡辺ほか,1988)。

0試料番号 4(3層 )

好止水性で好汚濁性の Fragilaria cOnstruens var.venter、 流水不定性の Cymbella tumidaが

優占し、流水不定性の Amphora Ovalis var.affinis、 Cymbella silesiaca、 好止水性の

Fragilaria cOnstruensを伴う。

・試料番号 2(2層 )

好止水性の Fragilaria construens、 好止水性で好汚濁性の F.cOnstruens var.venterが 優

占し、流水不定性の Cymbella silesiacaを伴う。

b.北壁

分析結果を表 30図 3に示す。完形殻の出現率は、下位の試料番号17～ 19が20%～35%と 低い
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が、これ以外の試料は50%～60%と 比較的高い。また、産出分類群の合計は21属 148分類群 (105

種 。36変種 01品種・属まで判明したもの6種類)である。生態性 (塩分 OpHO流水)の特徴

は、次の通りである。塩分に対しては、不定性種が多産する。pHについては、真 0好アルカリ

性種が優占する。流水に対しては、不定性種と真 0好止水性種によって占められるが、流水性種

はD西壁断面と同様に全般的に少ない。

次に、産出種群の特徴を下位より述べる。

・試料番号20(9層 )

湖沼沼沢湿地指標種群 (N)の標徴種の Aulacosira ambigua、 好止水性の A.italicaが優

占する。また、Navicula confervaceaが 多産する。本種は、陸生珪藻B群に分類できるが、共

産する陸生珪藻が殆ど認められないことや有機汚濁の進んだ水域にも多産する好汚濁性種 (渡辺

ほか,1988)で もあることから、ここでは水中に生育していた種として扱う。

0試料番号19018(7層・ 6層 )

下位と比較して、好止水性種が減少し、流水不定性種が増加する。また、pHについては好酸

性種が増加する。流水不定性で好酸性の Cymbella amphioxysと 湖沼沼沢湿地指標種群 (N)

の標徴種の Aulacosira ambiguaが 多産し、流水不定性の Cymbella silesiaca、 好汚濁性種の

Nitzschia palea、 流水不定性の Gomphohema truncatumを 伴う。

・試料番号17(5層 )

本試料は、完形殻の出現率が極めて低くく、出現種の多くは殻が丈夫な種類である。流水不定

性の Cymbella tumida、 C.silesiaca、 汚濁した水域や好気的環境に耐性のある Navicula con―

fervaceaが優占することで特徴づけられる。

・試料番号16・ 14012(4層・ le層 )

流水不定性の Cymbella silesiacaが優占し、同じ生態性の Gomphonema parvulum、 好止

水性の Fragilaria construens var.venter、 F.construensが多産する。

・ 試 料番号 90705(ld層 ～ lb層 )

好止水性で好汚濁性の Fragilaria construens var.venterが 優占し、好止水性の Fragilar‐

ia∞ nstruens、 流水不定性の Cymbella silesiaca、 C.tumidaが多産する。

C.7層上面

分析結果を表 40図 4に示す。完形殻の出現率は、試料番号 5が約40%と幾分低いが、これ以

外の試料は50%～70%と高い。また、産出分類群の合計は24属 120分類群 (97種 。20変種 01品

種・属まで判明したもの 2種類)である。生態性 (塩分 OpH.流水)の特徴は、次の通りであ

る。塩分に対しては不定性種が多産する。pHについては、真 0好アルカリ性種が優占する。流

水に対しては、不定性種と真・好止水性種の割合が高いが、流水性種は試料番号Ⅵ-24で多産し

た他は、全般的に少ない。

7層上面試料は、産出種群からいくつかにグループ分けできる。
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表 3 JLEの― 析結果

Species t{ac
I    E∞ t"ソ     |

I HoR. l pH I I.R.1  5  7  9  12  14 16  17  13  19  20

l&imntieg eriguo €runa
&,t,rurtios hngcrlco Grurs
f0lclmnttrcs loroolcto (8rcb. lGrurn
f .8J&lmnlhas rln ti6sir Xrltzing
lllcimnthes g/thdsonis ltuetdt
lrpioro oyolis vr. cfflnis (Xuct:,lV.lhurck

ftJllulocoselro odlcud (6run. 15ion$n
(tJIu lccoco ira di r tcao var, o lpi gcac (Grun. lS inrrcn
&locosoira ltol icc (Ehr. lStnrgrn
/Ulccosolro I talica vrr. toruisell (Grun. )Simgcn
/Ulccoeelro I tcrico var. yal ldo (6run. lSlmcan
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表 3の続き

Spccicg llane

|    [∞ t"ソ     |

I H.R. l pH i c.R,| 12 14 16 17 18 19 20

f0lGouionex sfoti le Ehtrnb*s
Gorpionel ri rutur (AgardhlAgrrdh

6orrhore[ porvulur (wtrim
lGorpioael wudupgur Llngc-Ecrtatot
Gorphoner N, i I u, ( U un, )Reiclurd t { Lrng?-8€r t atot
lfOouionol sd[erodron r tlronbog
corpionel trurcatu| Ehrcnhrg
f 'AJtbtrschio crdriorys (Ehr, )Grunoc

lhviculo calitoto vr, humorico (6run.lRoss

lf .Slflayiculo conl enuea ((uctz. )Grumr
lsy iculo cong to,rg Hustcdt

lflcyiculo cuspidato Xutz ing

f0Jlbviculo olcino,Fis (Grcg. )Rrtfs
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llav icu la gutrut ([hr. )Xuctzing
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lhviculo lusto vrr. trccilis Slrlortlor
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ffropalodic ci0Do v!r. vettricosc (Xwtz,)ll. t ll. Perrg.

Oropclodio g ibberulo (Ehr. lO.ftuttcr
Stouromds ocuto [.S!lth
Stcufo&is o,raps Ehrcnbcrg

Stouro,rois lriogef l Prricl
Staurom is legura vrr, nippon ico (Stv. )}|, Xobrvas i

StouroDsis aoli I ic Schuann

[.EJStouronais obtusc Lagcrst

09h¨ ind l

Ogh‐ ind l

09h‐ ind l

Ogh‐ ind l

"h‐

ind l

09h‐ ind l

09h‐ 1“ |

09h‐ ind l

Ooh‐ hit i

"h…

ind l

Ogh‐unk!

Ogh‐ ind i

09h‐ ind l

09h‐ ind l

Ogh‐ ind l

09h‐ 1劇 |

Ooh‐ hit l

Ogh‐ ind l

09h‐ 1劇 |

Ogh‐ ind l

Ogh‐ 1耐

09h‐ ind

09h‐ hit

Ogh‐ ind

Ooh‐ ind

09h‐ unk

09h‐ ind

09h‐ unk

"卜

hOb

Ogh‐ unk

09卜 ind

Ogh‐ ind

Ogh‐ hit

09h‐ 1劇

09卜hit

09h‐ 1劇

09h‐ ind

Ogh‐ ind

09h‐ ind

at‐ bi

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ lt

at‐ it

at‐ it

at‐ bi

unk

at‐ bi

3t‐ it

at‐ it

at‐ it

ind

at‐ it

at‐ it

at‐ it

ac‐ it

ind

at‐
‐
1

at‐ it

at‐ it

ind

unk

at‐ It

unk

ac‐ it

unk

ind

at‐ bi

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ bi

ind

at‐ it

at‐ it

at‐ it

ac‐ it

ac‐ it

ac‐ it

ac‐ it

ac‐ it

ac‐ lt

ac‐ it

ac‐ it

ind

ac‐ it

ind

ind

ac‐ it

unk

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ bi

at‐ it

ind

ind

1 0gh‐ ind

109h‐励
Ogh‐ i劇

09h‐い
09h‐ ind

Ogh‐ hob

09h‐ hob

09h‐ ind

09h‐b
Ogh‐ hob

Ogh‐b
Ogh‐ ind

09h‐ hob

Ogh‐ ind

1 0gh‐ ind

1 0gh‐ ind

109h‐ 1“

109h‐ ind

09h‐ hob

09h‐ hob

00h‐ unk

09h‐ hit

09h‐ ind

Ogh‐ hit

09h― hit

09h‐ ind

09h‐ ind

09h‐ ind

09h‐ hob

09h‐ hob

109h‐ 1劇

耐

耐

″

簾

Ｆ
悩

∝

”

岡

-98-

t‐ ph

ind

ind

ind

ind

ind

t‐ ph

ind

r‐ph

ind

llnk

ind

r‐,h

ind

r‐ ph

t‐,h

ind

t‐ ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

r‐ph

r‐ ph

unk

t‐ph

ind

t‐ph

ind

ind

r‐ ph

i劇

ind

ind

t‐ph

t‐ Dh

t‐ ph

ind

ind

ind

ind

t‐ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

t‐ph

ind

t‐,h

ind

t‐,h

ind

t‐ph

ind

unk

r‐ ph

ind

ind

ind

t‐ph

ind

unk

t‐ph

ind

ind

6 10

1

5

1

3

1

1

1

5

9 19

‐  3

３

１

．　
．

‐
  1

‐
  1

12 65

‐
  1

3 14

1

3

1

1

2

1



表 3の続き

Soccics lbc
I    Ecot"ソ     |

l ll.R. 1 9‖  l c.R.| 12 14 16 17 13 19 20

f0JS tolrono i o pioen icen teron ( ll i t !. I Ehrcnbcrg

f0JStouromle droanlontcron f o. gracl I ie (Eh. ) Hustcdt

Staromle liooaiccatrron vrr . sigmto fhlgtcr
Surirel lc a,rusta (t!ttlnr
s|,rlrullo ovotd luctzlni
Surlrullo ontc vrr. ofricom Oolmly
Synedrc rurrem Kuctrim
Sfrodm nD.De vrr, fracllotlol&s Gruru
Syrcdro ulm ((wtz.lEhrcnhrg

trIcDel lcric f lcculoco (noth)(uotzirB

109h‐ i耐 11“  !t‐ ,h
l ogh‐ ind l ind l ind

109h‐ ind l ind l ind

109h‐ ind i at‐ it l r‐ bi

l oBh‐ 1“ l at‐ it l r‐ ph

109h‐unk l unk l unk

l o9卜 ind l ind lt‐ ph

109h‐ ind!ind l ind

i Ooh‐ ind l at‐ lt l ind

i Ogh‐ bb l ac‐ lt l t‐ bi

”

０

０

０

””

０

０

０

郷

０

０

０

鋼

０

０

０

富

０

０

０

２

０

０

０

犯

０

０

０

９

llrlnc trtcr Soccios

llarlnc to srcllsh bter Spccios

&rcklgh btcr Smciag

trcrh btcr Soccics

Totat h“ r of Oiatm9 19m22022032062062001001"200

凡例
1.B.:塩分濃度に対する週応性
Buh  :海 水生種
Buh―‖ch:海 水生種―汽水生種
‖oh  :汽 水生種
Ogb― bll:貧 塩好塩性種
Ogh― ind:貧 塩不定性種
Ogb― bob:貧 塩嫌塩性種
08b― unk:貧 塩不明種

環境指標種群

pH:水 素イオン濃度に対する適応性
al― bi:真 アルカリ性種
al― il:好 アルカリ性種
ind :,H不 定性種
ac-11:好酸性種
ac― bi:真 酸性種
unk :pU不 明種

C.R:流水 に対する適応性
1-bi:真止水性種
1-pb:好 止水性種
ind:流水不定性租
r― ph:好 流水性種

r― bi:真 流水性種
unk:流水不明種

[J]:上 流性河川指標種.[K]:中 ～下流性河川指標種 ,[N〕 :湖沼沼沢湿地指標種 .[0〕 :沼沢湿地付着生租。

(以上 は、安農,1990に よる)。 1:好 汚濁性種,11:好 清水性種 (以上 は、渡辺 ほか,1986に よる),
[・ ]:陸 生珪藻 ([。 A]:A群 .[・ B]:B群 、伊藤・堀内,1991に よる)
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表4 7層上面の珪藻分析結果

Specics llaoe

l    Eccto9γ     l

l  H.R・   l  pH l c.R. I T‖ B500  1 14 19 2`

f&hnonlhes erituo Grumrr

rthacnthas iuagorico Grunqr
&iaonties iof lotd l(uatzing
[(JAcinaathes larceolqto (8rcb. )6runoe
['8J&inont]res f in tissir Xuctrin9
Arphoro ovc I is vrr. of I inis ((uctr. )V. |lrurct
fr{J&locosetro odicuo (6run. lSi!$scn
&locoseiro i lolico (Ehr. )Sioonsen

/k lacoseifo Itolico var. yolido (Grun.lSimrsen

Colomis ioci llur (Grun. lftcrcschbsly
f .SlCclomis leplqeox Xrorar & Lrngc-Bfftatot
Calonais silicula ([hr. ]Ctcvc
CoccoDeis clacentula ([hr, lCtcvc
flCocconeis placentulo vr. euglrplo (Ehr. lCtcvc
lff0l0yr0ella asporo (Ehr. l0tcve
Cydel lo orphioxys ((uctr. lGrurov
flf0lCyr0el lo cistulo (llcop. lGrurs
Cydello cuspidoto (uetring

Cyrbella [eteropleuro vrr. rinor Ctcvc
Cyrbel lo feptoceros lthr. )Grurnr

f{li0rdel lo resiom Chotnoly
f0iCyicl lo acyicul ilonis Aucrsvatd
lfCy$ellc si lesiaco Etcisch
fft(J0rAello sirualo Gregory

llCrdellc turido (8rcb. lV.Ncurcl
[.A]Diploaeis e I I ipt ico (Xrlcrz. )Clcvc
0tploaeis ovolis (Hitse)Ctcvc

Diploncis ocrx Ctcvc

fpi tieric odDo t0 var. gro0osc i&0 (Iuetr. )Pltr ick
fultunot ia ronodoa Ihrcnbcrg
f0lfuaotia poc taml is vlr. ri nor (l(u.t z. ) Rlblohorst
t' Ntlltunot ia p.neruDto Ehrcnbcrg

f raciluia frayistriota bruror
Fru i lu ia conslrrr€rs lEhr. lGrurnv
lFragiluio comt ue,rs vrr. yolrler IEhr,)Grunoy
F rac I lu ia lopponico Grunor
,Frag i lu io pianoto thrcnbcrg
lF r ac i lat ia pirm to var. larrettulo (SchuD. lfi ustcdt
llF rag i lar ia vaucher iac (fu. tz. )Prtcrson
(0J0orpioner ocurimtur lhrcnhrg
oorCloner ccuriaotur var.. Drcbigsoai i (Xuctr. )Cteve

6oroloaem orgustur Agrrdh
6orphoD0r crgustatur (Xuctr. lRrbcnhorst
GofCro,pr clcvotur €hrcnbcrg
f{Gorpioler clevei frickc
[0]6ordonrc arcc i le Ehrcnlcrs
Gorpiomx parwlur Xuctr ing

lGorp|onel psaudmutur Lange-&rlrtot
Gorpiloaon psrilur (6run. )Raichcrdt I L!m?-Bcrtrtot
ll&rphoaem sploerophoru, [hrcnb*g
Gorpioacm trurcotur Ehrcnhrg
[.A][hntrsciio orphioxys (Ehr. )6runr
f(Jfelosiro varians Agrrdh
tltKJter id ion c ifcula! Aerrdh
It' H llav icu la cont e rvacea (Xurtr. )Gruoov

,hvaculo co,rstors llust?dt

[illhv icula elgineasis (Grcg. )lrtls
ilavicola al g incasis var. aoglec ta (Krass. )Prr ick
&viculc loeyissir Xuctz ing

lf ./Ulhviculo I,tica Xuetring
llav icu la no tanda Prntcsck
lllav icu la ArArlo Xuctaing
iYcviculo radioso XuctzinE
rteidiur cffiae var. loagicers (Gres.)Ctcvc

f 'AliYaidiur olpi,ln fiustcdt
ileidiul orpl iotur (thr, l(rucr
lle id iut pr oduc tut (U.Sn i th)Cl,cw

rf i trscAic orpi ibia Grunor
('8J/Ji tzsciio breyissiB Grunoy

fli trsclio lirearis U.Soith
it/i trsciic p0leo (xuetz. )t.5!ith
t|lP inwlu ia acrosllroordo ll.SDith
t|l P i nu lar ia ocrospluer io vrr. urdu lc to Skrror t rqr
[' 8]P inru lar ia orperdiculofo (Ag. )Cl,cve

t' NP imtlar ia loreal is threnhrg
Pinruluio brauaii (Grun. lClevc

P inmlu ia brevicostato Ctcvc
Pinularia brevicosloto vrr. drrtraro llustcdt
P inmlu io divargentissix {6run, }Ctcvc
t0lP i nnu tar ia I iDDa [hrcnbcrl
Pinnulario gibDo var. liosofis Hultedt
lP innu lar ia in terruelo 1,. Soi t h

109h‐ ind l at‐ it

i09h‐ hit l at‐ it

i o9h‐ ind:at‐ it

1 0gh‐ ind l at‐ it

109h‐ ind l at‐ lι

l o9h‐ 1“ l at‐bi

1 0gh‐ ind l at‐ it

l ogh‐ 1“ l at‐ it

09h‐ ind l at‐ it

ｉｎｄ

ｉｎｄ

ｉｎｄ

輌

ｉｎｄ

憫

ｔ・ｂｉ

い

い

輌

ｉｎｄ

ｉｎｄ

“

輌

耐

扁

動

悩

動

同

ｔ・ｂｉ

嗣

同

輌

扁

ｉｎｄ

憫

同

憫

動

綱

耐

09h‐ ind

09h‐ ind

Ogh‐ ind

09h‐ ind

Ogh― ird

09h‐ ind

03h‐ ird

Ogh‐ ind

09h― ind

09h‐ hob

Ogh‐ ind

09h‐ ind

03h‐ ind

09h‐ ind

09h‐ ind

Ogh‐ ind

09h‐ ind

09h・ ind

Ogh‐ ind

09h‐ ind

Ogh‐hob

!09h‐ ind

i09h‐ ind

l o9h‐ ind

103h‐ 1“

l o9h‐ 1劇

l o9h‐ hit

i09h‐ 1“

109h‐ ind

109h‐ unk

l ogh‐ ind

!09卜 id
i o9h‐ ind

l o9h‐ ind

109h‐ unk

l ogh‐ ind

at‐ lι

ind

at‐ lt

at‐ it

at‐ it

at‐ it

ac‐ it

at‐ it

ind

ac‐ lt

at‐ it

at‐ bi

ind

ind

at・ it

at‐ it

at・ it

at‐ it

ind

at‐ it

ac‐ it

ac‐ it

ac‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ it

t‐ ph

t‐ph

ind

ind

ind

ind

t‐ ,h

ind

ind

ind

r‐ ph

t‐ph

ind

ind

ind

ind

t‐ ph

ind

r‐ ph

r‐ bi

ind

tlnk

r‐ph

r‐ oh

ind

ind

unk

ind

ind

t‐Dh

ind

t‐ ph

ind

ind

ind

r‐ph

ind

t‐ ph

t‐ ph

ind

ind

i劇

1劇

t‐ ph

ind

ind

ind

ind

09h‐bb
Ogh‐hob

09h‐ ind

09h‐ ind

Ogh‐ ind

∞h‐ ind

09h‐ ind

Oo卜 ind

09h‐ 1“

Ogh‐ ind:at‐ it

09h‐ ind l at‐ it

09h‐ ind

09h‐ ind

09h‐ ind

09h‐ ind

09h― ind at‐ bi

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ lι

at‐ it

at‐ it

at‐ bi

at‐ !t

at‐ bi

unk

at‐ lt

at‐ it

ac‐ it

id
mk
at‐ it

ind

ac‐ it

Ogh‐ ind

unk

ind

i“

at‐ bi

at‐ it

at‐ lι

at‐ bi

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ it

at‐ lt

at‐ bi

09h― ind

Ogh‐hob

09h‐ unk

09h‐ ind

09h‐ ind

09h‐ ind

09h‐ hit

Ogh‐ ind

Ogh‐ ind

Ogh‐ ind

09h‐ i“

!ogh‐ hOb

109h‐ ind

ind l
l“  |

l o9h‐ hOb l ac‐ bi!

103h‐ ind!ac‐ it l

1 0gh‐ ind:ac‐ it i

109h‐ ind l ac‐ it i

l o9h‐ ind l ac・ it l

109h‐い l ac‐ it l
1 0gh‐ ind l a∝ it!
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表 4の続 き

Sgccics ilaDe

I    Ecotogy    l

l H.R. l ,H i C.R.I TN3500 1 14 19 24

Pinmlu ia leguxn Ehrenbrg

Pinnulu io Eci lsrto ([hr. )Ctcve

P innu lar ia ra ior |(uct z ing

P innu lar io psolepto (Ehr. lU.Soith
fPinnulcr ic ricrostcuron (Ehr. )Ctevc

tilP innu lar fu nodoso [hrcnbcrg

f 'lJPiaauloric obscura Xrusshe

Pinnularic .upestris llantrsch

Pinaulorio sto[f0ph0r0 (Grun. )Ctcvc

P i nrru lu ia s troltorodre C[?vc

t. NP i nrw lar io sutcdpi t0t0 Gregory

tilP i nru lar i a subcopi ta tc vrr. pcuc islr i0 l0 (6run. )Cleve

P intru lar ia substortorioro llustcdt

[0]Pinnular ia viridis (Nitz.)Ehrcnbcrg

Pinrularic spp.
llf(J0roicospheaio obbrevid td (A9. )Lrmc-8cr talot
Oroxlodio ciDbd (thr. )0.lxJtter
Rfiopc lodio c i0beruia (thr. )0.|'tut t*
Stourore is acuto lt.Snith
Stouroneis iovanico (Grun. )Ctcvc

Stouroneis trieccri Prtr ick

Stouroneis louerturgiaDa Hwtcdt
(0JStaurone is pioeniccn teron { N i tz. }Ehrcnbcrg

IOJStouroae is pioeaicen leron lo. crac i I is (Ehr. ) Hustedt

rOJStourom is phoeniceateroo var, hattori i lsuorra
S lcurone is phoeaicen teron var. s i gnata lh i ster
Stcurone is producta 6rurrv
Stauromas spD.

Surirel lo o,lgnstd luetring
Surirel la I ircdris l.Snith
Surirella ovoto (uctzing

Surirello ovoto var. pirDoto ([.Soith)Xustcdt

Synedro porcsi tico (U,Soith)Nustcdt

Synedrd rorDers Ku?tz ing

llSyrcdra ru.pcns vat . fori I ioris {Kuctz. )Grunor
Syrpdra rwqens var, trceilarioides Grunor

Syaedra ulna (Kuetz. )Ehrenb.rs
lllcbel lcrio I laculosa (RothlKuctr in9

09h‐ hob l ind

09h‐ hob l ac‐ it

Ogh‐ ind l ac‐ it

09h‐ ind l ac‐ it

09h‐ ind l ac‐ it

09h‐ ind l ac‐ it

Ogh‐ ind i ind

09h‐ ind l ind

09h‐ ind l ac‐ it

Ogh‐ hob l ac‐ it

09h‐ ind l ind

09h‐ ind l ac‐ it

Ogh‐ ind l ac‐ it

09h‐ hob l ac‐ it

09h‐ unk l unk

09h‐ hit i at‐ it

Ogh‐ ind l at‐ it

Ogh‐ hit l at―bi

Ogh‐ 1耐 l at‐ it

09h‐ unk l unk

09h‐ ind l ind

Ogh‐ ind l at‐ it

09h‐ ind l ind

09h‐ ind l ind

09h‐ ind l ind

09h‐ ind l ind

09h‐ hit l at‐ it

09h‐unk l unk

09h‐ ind i at‐ it

Ogh‐ ind l ind

Ogh‐ ind l at‐ it

09h‐ ind l at‐ lι

Ogh‐ ind l at‐ it

09h‐ ind l ind

09h‐ ind l ind

09h‐ ind l ind

09h‐ ind l at‐ it

09h‐ hob l ac‐ it

l ind

lt‐ ph

i t‐ ph

l  ind

l ind

it‐ ph

l ind

il劇

it‐ ph

l t‐ ph

!ind

it‐ ph

l t‐ ph

l ind

l unk

l r‐ ph

l ind

l ind

lt‐ ph

l unk

l unk

l ind

:t‐ ph

l ind

l ind

l ind

l ind

l unk

l r‐ bi

l ind

l r‐ oh

l r‐ ph

l ind

lt‐ ph

l t‐ ph

l ind

l ind

l t‐ bi

3

1

2

1

1
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2

1

1

2

l

1

1

5

1

０

０

０

鋼

０

０

０

椰ｍ

llarinc 9atcr Specics

flafinc to Brackish l.tater Species
Errckish 9atr Seccics

fresh lrater Soccica

Iotal ]tlnber ol 0iatms a8205"020635206節 7
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H.R:塩分濃度に対する適応性 p‖ :水素イオン濃度に対する適応性  CR:流水に対する適応性
Ogh― hil:貧塩好塩性種     al―bi:真アルカリ性種        l― bi:真止水性種
Ogh― ind:貧塩不定性種     al― il:好ア助り性種        1-ph:好 止水性種
08h~hOb:貧 塩嫌塩性種     ind :口 l不定性種        ind:流 水不定性種
Ogh― unk:貧塩不明種      ac-11:好酸性種         r― ph:好流水性種

ac―bi:真酸性種         r― bi:真流水性種
unk :口 l不明種         unk:流 水不明種
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・試料番号24・ 丁N B500

中～下流性河川指標種群 (K)の主要構成種の Achnanthes lanceolata、 流水不定性の Gom―

phonema parvulum、 汚濁水域に耐性のあるNavicula confervaceaが 多産し、好流水性の Cym―

bella sinuata、 Na宙cula elginensis var.neglecta、 流水不定性の Achnanthes hungarica、

Gomphonema parvulumを 伴う。

0試料番号1901409・ 5 0 TNB500

汚濁した水域に耐性のある Navicula confervaceaが 優占し、流水不定性の Cymbella sile―

siaca、 Gomphonema parvulum、 好止水性の Synedra rumpens var.familiaris、 Aulacosira

italica、 沼沢湿地付着生種群 (0)の Gomphonema gracile、 湖沼沼沢湿地指標種群 (N)の

標徴種の Aulacosira ambiguaを 伴う。

・試料番号 1

好汚濁性種の Nitzschia paleaが優占し、流水不定性の Cymbella silesiaca、 C.tumidaが

多産する。このうち前種は、有機汚濁の進んだ都市型河川などから優占的に産出するほか、現在

の水田からも優占して産出する (パ リノ・サーヴェイ株式会社,未発表資料)。

2)花粉化石

a.D西壁

結果を表 5・ 図 5に示す。花粉・胞子化石は全層準で検出されたが、下部では化石の保存が悪

い。花粉化石の産状は、試料番号23024(14層 )、 試料番号19(11層 )と 20(12層 )を境として

3分される。下部 (試料番号25～24:15層～14層 )では化石の保存が悪く、シダ類胞子の割合が

高い。種類構成は、トウヒ属が多産し、マツ属複維管東亜属・モミ属 0ツガ属などを伴っている。

中部 (試料番号23～20:14層～12層 )についてもシダ類胞子の割合が高く、花粉化石の保存が悪

い。種類構成はモミ属・ ツガ属・マツ属複維管東亜属・ コウヤマキ属・ハンノキ属・ クリ属など

が検出される。上部 (試料番号19～ 2:11層～ 2層 )では、草本花粉の割合が急増し、種類数も

増加する。種類構成は、木本花粉ではツガ属およびマツ属複維管束亜属が増加傾向を示し、上部

で多産する。そのほか、モミ属 0コ ウヤマキ属・イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科・ハンノキ属
。

コナラ属コナラ亜属などを伴う。草本類 0シ ダ類では、イネ科が高率で、オモダカ属・ イボクサ

属・ ミズアオイ属・サンショウモなど水生植物の個体数・種類数が増加する。このイネ科の中に

は、イネ属の形態を有するものが含まれている。なお、試料番号12(7層 )以浅でソバ属がわず

かながらも、連続して認められる。

b.北壁

結果を表 6・ 図 6に示す。花粉・胞子化石は、試料番号20(9層 )ではほとんど検出されず、

試料番号19(7層 )では化石の保存が悪かった。しかし、他の試料からは多く検出された。花粉

化石の産状は、試料番号17(5層 )と試料番号18(6層 )を境にして 2分される。

下部 (試料番号19～ 18:7層～ 6層 )についてはシダ類胞子の割合が高く、草本花粉の割合が
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表5 D西壁の花粉分析結果
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表6 Jじ壁の花粉分析結果

f; F(Taxa) 試料番号 9   12   14   16   17   18   19   20
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表7 7層上面の花粉分析結果

種 類 (Taxa) 試料番号
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属

花
属
属
属
ヒ

本
マキ状ガ
け

木

‐
３４
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289  251
760  805
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低い。種類構成は、コウヤマキ属が多産し、ついでツガ属が多く、マツ属複維管東亜属やモミ属

などを伴う。上部 (試料番号17～ 5:5層～lb層 )では、草本花粉の割合が急増し、また種類

数も増加する。種類構成は、木本花粉ではマツ属が増加して上部で多産するほか、ツガ属も比較

的多く検出される。草本花粉ではイネ科が急増し、ガマ属・ オモダカ属・ ミズアオイ属など水生

植物の種類数・個体数が増加する。このイネ科の中にも、イネ属の形態を有するものが含まれて

いる。なお、試料番号20(9層 )よ り上位でソバ属がほぼ連続して認められる。

C.7層上面

結果を表 70図 7に示す。平面サンプルでは、試料番号 1で花粉化石があまり検出されなかっ

たものの、他の試料では花粉化石が検出された。花粉化石の産状は、全試料ともほぼ同様な組成

を示す。木本花粉では、ツガ属が多く、モミ属・マツ属複維管東亜属・イチイ科一イヌガヤ科一

ヒノキ科・ コナラ属コナラ亜属を伴っている。草本花粉 0シダ類胞子では、イネ科が多く、オモ

ダカ属・イボクサ属・ ミズアオイ属・サンショウモなど水生植物も見られる。このイネ科の中に

は、イネ属の形態を有するものも含まれている。また、ソバ属が検出される試料も認められる。

3)植物珪酸体

計数結果を表 8～ 10、 Jヒ壁およびD西壁の植物珪酸体組成の層位的変化を図809に示す。ま

た、 7層上面での植物珪酸体組成を図10に示す。

イネ科葉部起源の植物珪酸体は各地点の試料で多く検出される。その保存状態は、概して不良

であり、植物珪酸体の表面に多数の小孔 (溶食痕)が生じているものが認められる。

以下に、各地点の産状を述べる。

a.D西壁

栽培植物とされるイネ族イネ属 (以下、イネ属とする)は、試料番号22(13層 )か ら上位の試

料より連続的に産出する。また、植物珪酸体組成には層位的な変化が認められる。

試料番号25～23(15層～14層 )では、タケ亜科が多く、キビ族・ ヨシ属・ ウシクサ族・イチゴ

ツナギ亜科も認められる。また、ヨシ属の減少傾向が認められる。試料番号22-17(13層～10層 )

での組成は、ほぼ下位と同様である。ただし、イネ属が出現し、わずかながらも連続して認めら

れる。その上位の試料番号16014(9層 08層 )では、イネ属の機動細胞珪酸体が増加し、50%

近い出現率を示す。また、タケ亜科の機動細胞珪酸体が減少する。さらに上位の試料番号12～ 2

(7層～ 2層 )では、イネ属の短細胞珪酸体も増加し、機動細胞珪酸体は多くの試料で50%前後

の出現率を見る。短細胞珪酸体の中には、組織片を形成するものも認められる。また、イネ属穎

珪酸体も認められる。なお、試料番号12～ 8(7層～ 5層 )ではヨシ属の出現率が増加する。
b.北壁

イネ属は、試料番号20～ 5(9層～lb層 )よ り連続的に産出する。また、植物珪酸体組成は

試料番号21～17(9層～ 4層 )と試料番号16～ 5(4層～lb層 )でわずかに異なる。
試料番号21～ 17では、タケ亜科短細胞珪酸体の検出個数が多く、キビ族・ ヨシ属・ ウシクサ族

一
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表8 D西壁の植物珪酸体分析結果

fl H(Taxa) 試料番号

139  109
-    1

6   27
2    4
89  176
45   86
6   10
7   17

10   15
20   45
13   30
15   28

1    3   10
40   16   31
13   10   14
42   23   24

15    -
6     1
331  158
132   33

4  -

37   47
34   11
37   12
24    7
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猜
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イ
i∫】]ξll]]i体

イ         酸体

多x雀サ族
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19

体
体
酸颯麟騨

計
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ネ
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検

〈
ロ

-   11   31   28   20
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織
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ネ
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ケ

イ
イ
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タ

組

表9 北壁の植物畦酸体分析結果

fl F(Taxa) 器 号

152  128   88  114
-    1    -    1

-  1  -  ―   ‐   ‐

5  6  7  5  3  8
2    -   11    7   16    8
120   77  500  394  459  863
6    9   11   23   12   30
1    -    2    6    5    4

-― ― -2-
14   13   14   20   15    6
55   23   78   82   46   26
11   13   17   32   14    7
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図8 D西壁の植物珪酸体組成
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体はイネ科葉部短細胞珪酸体総数、イネ科葉身機動細胞珪酸体はイ

ネ科葉身機動細胞珪酸体総数をそれぞれ基数として百分率で算出した。なお、●○は 1%未満、十はイ
ネ科葉身機動細胞珪酸体の総数が100個未満の試料において検出した種類を示す。
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図 9 Jヒ壁の植物珪酸体組成

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体はイネ科葉部短細胞珪酸体総数、イネ科葉身機動細胞珪酸体はイ
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(コ ブナグサ属・ススキ属)・ イチゴツナギ亜科も認められる。また、栽培植物のイネ属が短細

胞珪酸体および機動細胞珪酸体が検出される。機動細胞珪酸体全体の検出個数が少なかったため、

出現率が求められなかったが、イネ属の機動細胞珪酸体は検出個数の 3割程度の産出である。試

料番号16～ 5ではタケ亜科の割合が減少し、イネ属短細胞珪酸体および機動細胞珪酸体の産出が

目立つ。特に機動細胞珪酸体は40%前後の出現率である。この中には、組織片を形成するものも

認められる。また、稲籾に形成されるイネ属穎珪酸体も認められる。この他、下位と同様にキビ

族・ タケ亜科・ ヨシ属・ ウシクサ族 (コ ブナグサ属・ ススキ属)・ イチゴッナギ亜科も認められ

る。

C.7層上面
イネ属は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体が全試料から認められ、組織片を形成するものも認

められる。また、穎珪酸体もわずかに産出する。植物珪酸体組成は、タケ亜科短細胞珪酸体およ

びイネ属機動細胞珪酸体が高い出現率を示す点でほぼ同様である。イネ属の機動細胞珪酸体の出

現率は、試料によって18%～50%の高低が認められる。また、イネ属短細胞珪酸体の出現率は10

%前後である。

5.水域環境および植生の変遷推定

1)水域環境

ここでは、珪藻化石の産状を中心に水域環境の変遷を推定する。

D西壁の15層～13層では、珪藻化石の産出が極めて少ぉく、タケ亜科の植物珪酸体が多産した。

タケ亜科の植物珪酸体は他のイネ科植物と比較して風化に強く、また生産量が多い点がこれまで

の研究から指摘されている (近藤,1982:杉山,1986)。 珪藻殻と植物珪酸体は、同じ非晶質珪酸

で形成されている。したがって、これらの層では珪酸質物質が何らかの要因で溶解してしまい、

珪質微化石が残りにくかったのかもしれない。

D西壁の12層～ 9層および北壁の 9層は、シルト質粘土を主体とする。特に 9層は畦畔構成層

とされる。両地点のこれらの層では、流水不定性種が優占し、湖沼沼沢湿地指標種群や好止水性

種などの浮遊性種、沼沢湿地付着性種群が産出する。これより、これらの層が池沼～沼沢地のよ

うな安定した水域環境のもとで堆積したと推定される。

D西壁の 8層～ 4層にかけては、層相が粘土質シルトから砂質へと粗粒化する。この土層の変

化は、北壁の 7層～ 4層にも認められる。このうち、 7層・ 6層は水田耕土層とされる。両地点

のこれらの層の珪藻組成は、下位と比較して大きな変化は認められない。また、水生植物の花粉

化石の種類が豊富であり、ハンノキ属など湿地林を形成する植物の花粉化石が少ない。したがっ

て、低地部では堆積物が粗粒化したものの、水深が浅く安定した沼沢地が引き続き存在し、本遺

跡近辺の低地が開けた湿地であったと考えられる。

7層上面 (中世)では、南端と西端に位置した試料番号 1と試料番号24の 2試料で珪藻群集が
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異なるが、その間に位置した試料番号 5～ 19やTNB500では近似した組成を示す。したがって、

7層上面は弱アルカリ性を呈した富栄養な沼沢地であったと考えられる。この水域環境は、D西

壁断面や西壁断面の同じ土層の水域環境ともおおよそ一致している。これは、イネ属の共産を考

慮すれば、後述するように稲作に関連する事象と思われる。なお、試料番号 1は有機汚濁のかな

り進んだ水域を特徴づける好汚濁性種が多産することから、この周囲がより富栄養な水質であっ

たと考えられる。また、試料番号24は好流水性種が特徴的に多産することから、付近に水の流れ

が存在していたと考えられる。このように、同じ7層上面でありながら水域環境に違いが認めら

れるのは、局地的な水域環境の違いを反映したものと考えられる。

また、北壁では5層が畦畔を覆って堆積する。完形殻の出現率が他の層位と比較して著しく低

いことから、周囲から搬入された異地性の珪藻化石を多く含むと思われる

`本
層が砂で構成され

ていることを考慮すれば、 5層が氾濫性の堆積物である可能性も考えられる。この上位の砂混じ

リシルトからなる3層・ 2層では、好止水性種が増加するものの、堆積環境は水田耕土層と比較

してあまり変化がなかったと考えられる。

以上のように、低地部は天竜川に近く、また山地からの小河川の流入水の影響を受け易い立地

にありながら、一次的に流水の影響を受けたにしろ、全般的に流水の影響をあまり受けていなかっ

たと考えられる。この原因は、遺跡の立地条件が関係していると考えられる。すなわち、本遺跡

が天竜川の形成した自然堤防の背後に形成された後背湿地部に位置しているため、天竜川からの

直接的な流水の影響が少なかったのであろう。

2)森林植生

花粉化石の産状は、D西壁および北壁ともに同様である。花粉化石群集は、D西壁のH層 と12

層、北壁の 5層 と6層の境で大きく変化し、D西壁の4層 と5層、北壁のle層と4層の境で若干

変化する。

このうち、D西壁の12層以深および西壁の 6層以深では花粉化石の保存が悪く、シダ類胞子や

針葉樹の花粉化石が多産し、種類数が少ない。一般的に、シダ類胞子は花粉化石に比べて風化に

強く、花粉化石の中では針葉樹が他の花粉に比べて風化に強い。このように風化に対する抵抗の

度合いが違うため、広葉樹の花粉化石の半分以上に風化の痕跡が認められるような試料に関して

は、その試料は花粉分析に不適であるとされている (徳永・山内,1976)。 したがって、これら

の層準の花粉組成が風化により歪曲されている可能性があることから、古植生に関する考察は差

し控える。ただし、少なくとも検出された木本類のマツ属 。モミ属・ ツガ属などは生育していた

のであろう。

一方、D西壁の11層以浅および西壁の 5層以浅では、花粉化石の保存が良く、草本花粉 (特に

イネ科)の花粉化石が多産し、種類数が豊富である。また、花粉化石群集組成がほぼ同様に変化

する。これは、花粉化石が比較的広範囲の植生を反映するためと見られる。したがって、両者を

まとめて古植生に関する考察をおこなう。D西壁の 5層より上位、西壁の11層より上位の花粉化
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石群集の特徴として、モミ属・ ツガ属・イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科など針葉樹の多産があ

げられる。これらは、花粉組成からすると温帯性の針葉樹に由来しているものとみられ、周囲に

はモミ属・ ツガ属・ コウヤマキ属・ ヒノキ科などからなる温帯針葉樹林が成立していたものと見

られる。温帯性の針葉樹林の成立は、木曽ヒノキに代表されるように木曽谷では顕著に見られ、

その発達過程は木曽谷を中心に行われた花粉分析結果にも現れている (酒井,1979)。 しかし、

伊那谷では花粉分析の成果も少なく、今回の結果は下伊那地方での植生史を考える上で重要な成

果であるといえる。おそらく、周囲にはこれらの温帯針葉樹林に混じってナラ類やクリなどの落

葉樹、あるいはハンノキ 0ク ルミ・ ケヤキの仲間による渓谷林なども形成されていたのであろう。

マツ属が下部から上部にかけて増加傾向を示すが、西壁では4層、D西壁では le層 より上位

ではその増加で顕著になる。この理由としては、人類が植生に関して干渉した結果、マツの二次

林や植林が増加したためと見られる。このような傾向は全国的にみられるが、その増加時期につ

いては全国各地で多少のずれが見られる。木曽谷では、数百年前からマツ属が増加するといわれ

ているが (酒井,1979)、 下伊那地方でもこの時期に近いのかもしれない。

6.稲作の消長

D西壁の13層以浅および北壁の 9層以浅では、イネ属を含むイネ科が多産する。また、各地点

の植物珪酸体組成をイネ属の産状を中心として比較すると次のようになる。イネ属は、北壁では

畦畔を構成する9層以浅より、D西壁では13層以浅より認められる。短細胞珪酸体は、北壁では

4層より、D西壁では7層よりそれぞれ検出個数が多くなる。機動細胞珪酸体は、北壁で出現率

が求められなかったものの、両地点の 9層以浅でほかの種類より検出個数が多い、あるいは出現

率が高い。さらに、稲籾の珪酸体も認められた。

ところで、現在の水田耕土におけるイネ属の出現率としては、近藤 (1988)の調査例がある。

それによれば、イナワラ堆肥連用 (8年間、500kg/10a/年 )の水田土壌表層ではイネ属機動

細胞珪酸体の出現率は16%を示すとされている。今回の結果を比較すれば、出現率が求められな

かった北壁の 9層 。7層を除いて、現在の水田耕土と同等あるいは極めて高い出現率である。ま

た、西壁の 9層・ 7層ではイネ属機動細胞珪酸体は検出個数の 3割程度を占める。

以上から、 9層以浅で稲作が行われたと考えられる。ただし、 9層は畦畔構成層であり、畦畔

構築に伴ってイネ属由来の微化石が混入した可能性が考えられる。また、D西壁の13層～10層で

もイネ属の植物珪酸体が検出されたが、これには上位の 9層 。7層からの稲作に伴う落ち込みの

可能性が否定できない。したがって、少なくとも中世とされる7層で稲作が始められたと思われ

る。これらの層では、ガマ属・ オモダカ属 0ミ ズアオイ属・イボクサ属など水生植物の種類が豊

富で、ハンノキ属など湿地林を形成する植物の花粉化石が少ない。これを考慮すれば、この稲作

は開けた湿地を利用した水田耕作であったと考えられる。これは、 7層を水田耕土層と考える発

掘調査所見と調和的である。
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7層上面では、特に平面的に微化石の産状を検討した。その結果、いずれの試料からもイネ属

が検出された。短細胞珪酸体の出現率は、概して10%前後であり、西壁 7層より出現率が高く、

D西壁 6層 とは同様である。機動細胞珪酸体では18%～50%であり、出現率の高低は認められる

ものの、西壁 7層やD西壁 6層 と同様な検出個数あるいは出現率である。これらのことは、D区

北壁及び面的に採取した 7層は、西壁 6層 と層序的に対比されることと矛盾しない。また、概し

て水田区画の内側ほど出現率の高くなる傾向が認められる。この要因として、水田内のイネ属の

分布のありかたなどが考えられるが、植物珪酸体の埋積過程が充分に解明されていない現時点で

は明確にし得ない。また、 7層上面では溝が認められる。この水田は湿地を利用したものである

ことから、この溝はツト水用の溝かもしれない。

前述のように、珪藻化石の産状から低地部は富栄養な水質であったと考えられる。これは、こ

の当時の水田で既に施肥が行われていたことを反映しているのかもしれない。この点は、今後同

時期の水田址で同様な分析調査を行い、資料を蓄積した上で改めて検討したい。

その上位の 5層は、層相や珪藻化石の産状から氾濫性の堆積物である可能性が示唆され、7層・

6層で行われていた水田が天竜川や毛賀沢川の氾濫により埋没した可能性も考えられる。ただし、

イネ属の産状からは5層でも稲作の可能性が考えられる。 5層中には、それまでの水田区画を再

構築したことを示唆する畦畔や攪乱などの痕跡は認められない。これより、水田が埋没した後も

同じ場所で水田稲作が行われたが、それまでの水田と比較して畦畔部が付け替わったり、水田の

面積が変わったことが窺われる。この点は、今後周囲の低地部での調査結果と比較 。検討する必

要がある。さらに、D西壁の 2層は疑似畦畔層とされているが、イネ属の産状を考慮すれば、上

位で稲作の存在が予想され、実際に畦畔として機能していた可能性も考えられる。

また、これらの水田耕作が行われた当時は周辺に先述したガマ属・ オモダカ属などの水生植物

やキビ族・ タケ亜科・ ヨシ属・ ウシクサ族 0イ チゴツナギ亜科などのイネ科が水田の周辺に生育

していたと思われる。

なお、イネ属の他に、栽培植物とされるソバ属がD西壁では7層以浅、ゴヒ壁では9層以浅から

ほぼ連続して認められた。したがって、低地部で水田稲作が行われていた当時に周辺でソバ栽培

が行われていたことが予想される。

現在の下伊那地方での稲作、特に水田耕作は、自然堤防と天竜川の河岸段丘崖に挟まれた場所

や木曽山脈東麓の扇状地を解析する谷部の低湿地と「田切地形」といわれる扇状地上の平坦地で

行われている。低湿地部では排水施設を設けることで水田耕作が行われ、田切地形ではため池を

設けて灌漑することで水田耕作を行っている。今回は、低地部で行われていた水田稲作の存在を

推定した。また、ほぼ同時期に山地でソバ栽培が行われていたことが予想された。この地方の農

耕を考える上で、低湿地と田切地形での水田の広がり方や水田と畑作の広がり方を検討すること

は興味深いと思われる6今後、低湿地部とともに田切地形での稲作についても、今回と同様な分

析調査が良いと思われる。また、地形発達や堆積環境を考慮し、年代及び時代・時期の設定を行っ
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た層序の確立が重要課題とされる。

フ。まとめ

今回、低地部の水田耕土層を中心に環境変遷の推定と稲作の消長について検討を試みた。その

結果、次のことが推定された。低地部は、全般的に流水の影響をあまり受けていなかった。稲作

は、水田耕土層
｀
とされる7層以浅で開けた湿地を利用して行われ、その様態は考古学的見解と同

様に水田耕作と予想された。また、水質の富栄養化が認められ、施肥が行われた可能性が考えら

れた。また、周囲には温帯針葉樹林が成立していたと見られ、周囲にはこれに混じってナラ類や

クリなどの落葉樹林、あるいはハンノキ・ クルミ・ケヤキの仲間による渓谷林なども形成されて

いたのであろう。この温帯針葉樹林の存在は、下伊那地方での植生史を考える上で重要な成果で

ある。
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図版 1 珪藻化石 (その 1)

l AuL面 m ilali“ vェ vabda(Grun)Smomm o層 逝面:TNttЮ )
3 Au∝ OSira ilalica(Eh■ )SImO輌 (1睡 ;12,7D

5 Aul∝ OSlra ilaLca(Grun)Sim。 _ (醒 :19:7励
7 Achnanthも lano∞ lata(B祀し)GrunOw(醒 ;12:JD
9 AmPhom Ovabsvttaflnt(Ku眩 )V Hal患 (酸 :16:4D
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図版2 珪藻化石 (その2)
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図版 3 珪藻化石 (その 3)
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図版4 花粉化石 (その1)

1.ト ウヒ属 (西壁 :11:le層 )

3。 モミ属 (西壁:11;le層 )

5.コ ウヤマキ属 (西壁:11:le層 )

7.ツ ガ属 (西壁;11;le層 )

2.マ ツ属複維管東亜属 (西壁;11:le層 )
4.ヒ ノキ科 (西壁;11;le層 )
6.コ ナラ属コナラ亜属 (西壁:11;le層 )
8.ス ギ属 (西壁;11:le層 )
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図版 5 花粉化石 (その 2)

50μ m

9.プナ属 (西壁;11;le層 )
H.イ ネ科 (西壁;11:le層 )
13.ク マシデ属―アサダ属 (西壁:11:le層 )

10。 ニレ属―ケヤキ属 (西壁:11:le層 )
12.カ ヤツリグサ科 (西壁:11;le層)
14.サ ンショウモ (西壁 ;11:le層)
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図版 6 植物珪酸体

50μ m

1イ ネ属:機動細胞珪酸体由来 (1量:12:7層 )
3.イ ネ属 :矢醇田胞珪酸体列由来 (北壁 ;12;7層 )
5ネザサ節:短細胞珪酸体由来 (1畦 :12:7層 )
7.ネ ザサ節:機動細胞珪酸体由来 (北壁;16:9層 )
9ス スキ属:短細胞珪酸体由来 (北壁 :12:7層 )
Hイ テゴツナギ亜科:短細胞珪酸体由来 (北壁 :16:9層 )

2イ ネ属:穎珪酸体由来 (北壁 ;12;7層 )
4.キ ビ族:短細胞珪酸体由来 (北壁 :12:7層 )
6ヨ シ属:短細胞珪酸体由来 (北壁 :12;7層〉
8ヨ シ属:機動細胞珪酸体由来 (1畦:12:7層 )
10.コ プナグサ属:短細胞珪酸体由来 (1世:12:7層 )
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飯田市立緑ケ丘中学校プール建設に先

立つ埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書
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